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子供時代 について知 ることがで きるのではないで しょう

か。彼女はこう言 っています。「読者の中にはが っか り

する人 もいるで しょう。なぜなら……彼の子供時代の出

来事 として， とても劇的なことをた くさん話すだろうと

考えている人々がいるからです。 しかし，あの時期 によ

くある平凡な出来事以外，彼の子供時代には何 も起 きま

せんでした。ですか ら， それ らのことについては何 も書

きません。」3私 たちが ジョセブ ・ス ミスの少年時代 に

ついて，その母親の言葉か ら知 り得るのは， これだけで

す。

しかしジョセフ ・ス ミスの幼年時代，彼の家族 は病気

や不運 を体験 しました。善良な父親 は何度か所を変 えな

がら，農業で生計 を立てようとしましたが， どこへ行っ

てもあまり成功で きませんで した。ジョセフは7歳 の時，

兄弟たちとともにチフスにかかって しまいました。 ジョ

セフ以外の子供 たちはすぐに快復 したのですが，彼 だけ

はひざにひどい痛みがあって，それは治 りそ うにもあり

ませんでした。医師たちは，当時の状況 としてはで きる

かぎりのことをして治療 に当た りましたが，痛みは取れ

ませんで した。最後に医師たちは，残念 だがジョセフの

足 を切断 しなければならない， と考えました。

幼い子供の足 を切断しなければな らない と言われた両

親の悲しみと嘆 きは察するに余 りあります。 しかし，あ

りがたい ことに，ある時何の予告もな く医師たちがスミ

ス家を訪ね，骨 の一部 を取 り除 く新 しい手術法 を試 して

みたい，そうすれば痛みがな くなるだろう， と言 ったの

です。彼 らは何本かひもを持って来て， ジョセブをベ ッ

ドに縛 りつけるつ もりでした。足を切開して骨の一部を

取 り除 くといっても，麻酔薬 もなければ，鎮痛薬 もなか

ったか らです。

しか し幼いジョセブは 「縛 らないで。自由な方がずっ

とよく手術 を我慢できるから」 と答 えました。

それ を聞いて医師が言いました。「ではぶ どう酒 を飲

むかね。…… とにか く何かを飲まない といけない。そう

しない と，この大変 な手術 に耐えられないから。」

少年予言者が また口を開いて言いました。「いらない。

……で もぼ くの言 うことを聞いて。お父さんがベ ッドの

予言者ジョセブは自分の着ていたコートを脱いで，ジョ

ン ・E・ ページに与えた。彼はそのコー トのぬくもりを

力として，カナダでの伝道を成功 させ，600人 以上を教

会に導いた。

所 にいて，ぼ くを押 さえて くれたら，骨を取 り出すのに

しな くちゃいけないことは何でもします。」

そして， ジョセフ ・スミス ・シニアが少年ジョセフを

押 さえ，医師たちが足を切開 し，患部の骨 を取 り除 きま

した。その後 しばらくは足 を自由に動かせない時期があ

りましたが，やがて快復 しました。4予 言者 ジ ョセフ ・

ス ミスは7歳 にして，模範 を通 して私たちに勇気 を教え

て くれたのです。

ジョセブが10歳 の時，11人 になった彼の家族 は，バー

モン ト州からニューヨーク州オンタリオ郡のパルマイラ

へ引っ越 しました。そしてその4年 後 には同じ郡内のマ

ンチェスターに移 り住んでいます。ジ ョセブはここで，

その地域一帯に広が り，すべての人の心を強 く引きつけ

た信仰復興運動 について書いています。彼の言葉を読ん
なにぶん

でみまし ょう。「何分いろいろな教派間の混乱 と争闘が
せ こ た

激 しかったから，私のような年もゆかず世故に も長けて
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なんびと

い な い 者 に とっ て は， 何 人 が 正 し く何 人 が 間 違 っ て い る

か な どの し っ か りし た結 論 を得 る こ とは と て もで き な か

っ た。 … …
おこ

これらの宗教家連中の論争から引 き起 された極度 にむ

つかしい事情の中で，私が心を苦しめて居 るある日のこ
なんじ うち

と，私 は新約聖書 ヤコブ書第一章第五節の 『汝 らの中
げ とが

もし智恵の欠 くる者あらば，惜 しむことな く， また替む

ることな く，すべての人 に与 うる神に求むべ し， さらば

与 えられん』 とい う所 を読んでいた。」5

予言者 は， この聖句 を読 んだ後で，主の約束 を試すた

め主にお尋ねするか，そのまま永遠に暗黒の中にとどま

る道を選ぶか， どちらかにしなければならないと確信 し

た と言っています。また，祈るために森の中へ入って行

ったが， 口に出して天父に祈ろうと思ったのは，それが

最初だった とも述べています。 しかし，彼 は聖典 を読ん

で理解 し，永遠の父なる神 を信頼 していました。そして，

神は自分が熱心に求めている光を与 えて くださるとの確

信をもって，ひざまず き，祈ったのです。予言者ジ ョセ

フ ・スミスは，模範 によって私たちに信仰の原則 を教え

て くれ ました。

皆 さんは， ジ ョセブ ・ス ミスが 「自分 は示現 を受 け

た」 と言った時に，若い友人，あるいは年上の友人，そ

して敵対的な人々からどれほどひどいあざけり， さげす
ぶ べつ

み，侮蔑 を受けたか想像できるでしょうか。 この少年に

とってそれは堪えがたいほどのものになったことでしょ

う。しかし，彼は自分自身 に誠実でした。彼の次の言葉

から，それがわか ります。「私は実際に光 を見 た。その
ただなか

光 の唯中に二人の御方を見た。そしてその方々は真実私

にお言葉 をかけたもうた。私が示現 を受けた と言 うため

に憎まれまた迫害せられても，なおそれは真実である。
ののし

そして私がこのように言 うために，人々が私を迫害 し罵
いつわ あくこう

り偽ってあらゆる悪 口をあびせている間に，私は自分の
な ぜ

胸 の中で語 るようになった 『何故真実のことを話すか ら

私 を迫害するのか。私は本当に示現 を受けたのだ，私が
さか

どうして神 に抗 らえようか。何故世の中の人 は，私が本

当に見たものを見ない と言わせようと思 うのか。私 は示
もつ

現 を受けたのであるか らそれが事実であるのを身を以て

知っている。私は神がそれを知 りたもうことを知ってい

る。私はそれを打ち消す ことはできなかった。……』」6

予言者ジョセブ ・ス ミスは，模範によって正直の何たる

かを教えて くれました。

すばらしい最初の示現の後 に続いたのは，普通では考

えられないようなことで した。予言者 ジョセブはその後

3年 間，何の示 しも与 えられなかったのです。しか し，

彼 はいぶかることも，疑 うこともしませんでした。主 を

信 じていたのです。予言者ジ ョセブは忍耐強 く待ちまし

た。予言者ジョセブは，模範 を通 して私たちに忍耐の原

則 を教えて くれたのです。

何度 も天使モロナイの訪れを受け，金版を託 された後

に，予言者 は困難な翻訳の仕事 に着手 しました。それは

目を覚ましているすべての時間，すべての意識，昼夜の

すべての行動，そしておそらくは，生活の全時間を一点

に集 中させなければならない仕事でした。2，600年 にわ

たる歴史を数百ページにまとめた この記録を90日 足 らず

の時間で翻訳するために， どれほど献身的な働 きが求め

られたことか，私たちには想像することしかできません。

その記録のどこを見ても，不合理なこと，でたらめなこ

と，矛盾 したことは書かれていません。ジョセブは働 き，

学び，自分の責任に専念しました。予言者ジョセブ ・ス

ミスは，模範 によって私たちに勤勉 とは何かを教えて く

れたのです。

私 は，ジョセブの翻訳 を助 けていたころの様子につい

て述べたオ リヴ ァ・カウ ドリの言葉が好 きです。「この
め

胸のこよなき感謝を眼覚めさせたる，天来の霊感が命ず

るままに語る声 を耳にして座せん とは，こは決 して忘れ

られぬ日々な りき。『モルモン経』 と言 う歴史すなわち

記録 を…… 『ウリムとトミム』 によりて彼が翻訳するま
よ

ま に 口 ず か ら語 るを 予 は 毎 日絶 え 間 な く書 き つ ず け た

り。」7

予 言者 ジ ョセ ブ は確 か に， 信 仰 を鼓 舞 す る力 に恵 ま れ

て い ま し た 。 あ る天 気 の よ い 日 の 朝 ， ジ ョ セ フ は ジ ョ

ン ・E・ ペ ー ジ に 歩 み 寄 っ て， こ う言 い ま し た 。 「ジ ョ

ン兄 弟 ， 主 は あ な た をカ ナ ダ へ の 伝 道 に召 して い らっ し

ゃ い ます 。」 ，
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ジョン ・E・ページはかなり驚いた様子で， こう答 え

ました。「どうしてですか， ジョセ ブ兄弟。私 にはカナ

ダへの伝道 は無理です。 コー ト1枚 す らないのですか

ら。」

すると予言者は自分の着ていたコー トを脱いで， ジョ

ン ・ページに渡 し，「どうぞ， これを着 て行 って くださ

い。あとは主が祝福 して くださることでしょう。」ペー

ジ兄弟 はそのコー トを受 け取ると，カナダへ向かいまし

た。そして，神の予言者の言葉に信頼を置 きなが ら，2

年の間に8，000キロの距離を歩 き，600人 以上 にバプテス

マを施 しました。8

ある時，ジョセフはノーヴーで兄弟たちに向けて伝道

活動の大切さについて話 をしました。話が終わると，彼

が伝 えたメ ッセージに心か ら感動 して，聴衆の中の380

人が自分自身の意志です ぐに伝道 に出ました。9

予言者ジョセフは伝道活動に信念を抱いてい ました。

1833年10月12日 ，彼はこの時シ ドニー ・リグ ドンと一緒

にニューヨー ク州ペ リーズバーグで伝道をしていました。

ふた りが長い間離れて暮 らしていた家族のことを心配 し

ていた時，次のような啓示が与えられ ました。
ごと

「誠に，主か くの如 く汝 らに告 ぐ，わが友シ ドニー と

ジョセフよ。汝 らの家族 は健在な り。彼 らはわが手の中
あ な

に在 りて，われはわが心 に善 しと見る如 く彼らに為すべ
ちか ら

し。 わ れ に は ， あ らゆ る能 力 あ れ ば な り。
ゆえ

故 に汝 らわれに従いて，わが汝 らに与えん とする助言

を聴 くべ し。

見よ，…… この地 この周 りの地方には，われは多 くの
も おい

民を有て り。 さればこの東方の地 に於て， この周 りの地

方に効果ある門戸開か るべし。
むか

この故に，、誠 にわれ汝 らに告 ぐ。 この民 に向いて汝 ら
しか おもい

の声を挙げ，而 してわが汝らの心に与えん とする思想を

語れ。さらば，汝 ら人々の前にあわて惑 うことなかるべし。

そは，汝 らの言うべ きことはその時その瞬間に与 えら

るべければな り。……

さらば，われこの事 を約束す。すなわち，汝 らこれを

為 さば，聖霊汝 らに注がれて何事 にまれ汝 らの語 るすべ

てのことを証せん。」10

ジョセブとシドニーは伝道の働 きを続けました。

ジョセフは進んで伝道に出 るよう人々を鼓舞 し，ある

時には，伝道へ出て行 くジョン ・ページに自分の着てい

たコー トを脱いで渡 しました。 しか し，それだけではあ

りませんで した。模範 によって伝道活動の大切 さを教 え

たのです。

予言者 の教 えの中で最 もすばらしく，そして最 も痛 ま

しい感のある教訓のひとつは，彼がその死期を間近に控

えて語 ったものではないで しょうか。彼は示現の中で，

聖徒たちがノーヴーを去 り， ロッキー山脈へと進んで行

く様子 を見ていました。彼はモーセと同 じように，人々

を迫害者の手から逃れさせ，主なる神が自分 に示 して く

ださった約束の地へ導きたいと心から願 っていた ことで

しょう。 しかし，それは許されませんでした。 自分の計

画 とロッキー山脈の啓示を人 に託 し，正義を装った法廷

に立つよう求め られたのです。

彼 はこう言っています。「われ は，今 ほふ り場 に引か
ゆ

るる子羊の如 く行 く。 され ど，わが心 は夏の朝の如 くに

穏かな り。わが良心は神に対 しまたすべての人に対 しい

ささかの省 めもなし。」11この予言者の言葉か ら私たち

は，律法に対する従順 と確固たる良心 を持 つことの大切

さを学べます。予言者 ジョセブ ・スミスは模範 によって

これ らの原則 を教えたのです。

この世 の生涯が幕 を閉 じる前にも，偉大な最後の教訓

があったはずです。彼 は兄のハイラム，ジョン ・テイラ
ろうごく

一， ウイラー ド・リチャーヅとともにカーセージの牢獄

に拘禁されていました。怒 り狂 った暴徒たちは牢獄を襲

撃 し，汚れたのろいの言葉を吐 きながら，武器を手にし

て階段 を上 り，銃を乱射し始めました。まずハイラムが

射たれて死にました。次にジョン ・テイラーも胸 に数発

の弾丸 を受けました。予言者ジ ョセフは銃を手 にして，

自分 と兄弟たちの命 を守ろうとしていました。 しか し彼

は ドアを激 しく銃撃する音を聞いて，暴徒たちは自分 を

殺そうとして ドアを打ち破 り，事のついでにジ ョン ・テ

イラー とウイラー ド ・リチャーヅをも殺 してしまうだろ

うと判断 しました。 この時のジョセブの振る舞いは， ま

さしく彼が地上でなした最後の偉大な行ないでした。彼
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ヨセブ ・スミスが神の予言者であることを信 じていない

と言われました。ポラー ドさん，あなたに証 したい と思

います。私はジ ョセブ ・ス ミスが神の予言者であること，

彼が霊感によってモルモン経 というこの神聖な記録 を翻

訳 したこと，そして彼が父なる神 と御子イエスにまみえ

たことを知っています。」それか らふた りの宣教師 はそ

の家を去 りました。

私はこのポラー ド氏が証会で，その忘れ られない日の

体験について次 のように話すのを聞 きました。「その夜
もんもん

はどうしても寝つけず，ベ ッドの中で悶々 としていまし

た。『ジョセブ ・スミスは神 の予言者です。私は知 って

います……私 は知っています……私は知 っています』 と

いう言葉が，何度 も何度 も頭の中に響 きました。次 の日

の来るのが待ち切れ ませんでした。宣教師が置いて行っ

た小さな信仰箇条のカー ドに書かれていた住所 を見て，

私は彼らに電話 をかけました。ふたりはもう一度私の家

に来ました。そしてその時は，偏見を捨てて，妻や子供

と一緒に，熱心な真理の求道者 として，宣教師 と話 し合

いました。その結果，私たちは全員，イエス ・キ リス ト
けんそん

の福音を受け入れ ました。私たちは，勇敢で謙遜な宣教

師たちが伝えて くれた真理の証 に永遠 に感謝 します。」

教義 と聖約第135章 には，予言者ジ ョセフについて述

べたジョン ・テイラーの言葉が書かれています。

「主の予言者にして聖見者なるジョセブ ・ス ミスは
，

ただイエス ・キ リス トを除 くのほか， この世に生を受け
お

たる何人 よりもこの世 に於ける人類の救いに尽 したり。
きんきん いだ

僅々二十年の短日月に，モルモン経を世 に出してこれを

神の賜物 と力 とによりて翻訳 し，東西両大陸にてこれを
なかだ よすみ

刊行する媒ち となれり。また世界の四極 に至るまで， こ
ひろ

の書 に載せた る完全な る福音 を弘め，…… 『教義 と聖
いましめ

約』なる本書 を構成する啓示 と誠命並びに他に多 くの智
もんじよ

慮ある文書 と教訓 とを世 に出せ り。 また，幾千の末日聖
あた

徒 を集め一大都市を建設して朽つる能わざる誉 と名声 と
のこ

を遺せ り。彼 は神 とその民の眼前に偉大なる生涯 を送 り，

偉大なる死を遂げたり。而 して，昔主の聖任 したまいし
しか

者 らのほとんどすべてが然ありし如 く，彼の使命 と事業
おの

とを己が血 を以て結び固めた り。彼の兄弟ハイラム もま

た然 り。両者 はその生 くるや形影相伴い，死ぬるやまた

相共 に倒 る。」13

なん と神の予言者 にふさわしい賛辞 ではないでしょう

か。予言者 ジョセブの模範か ら，彼が明確 に教えて くれ

た偉大な原則 を自分の生涯に取 り入れ，彼の足跡 に倣 え

るようになることを，皆 さんが理解で きるようにお祈 り

します。 また私たちは，神が実在のお方であ り，イエス

がその御子であること，そして自分たちが現在 も神の予

言者 に導かれているという知識を得ていますが，その よ

うな知識 にふさわしい生 き方ができるようにお祈 りしま

す。□

話 し合いのポイン ト

1.予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は そ の 生 涯 を通 して ， イ エ

ス ・キ リス トの 福 音 が 説 く原 則 と徳 に つ い て教 え，

それ に従 っ た 生 き方 を し た。

2.予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス は模 範 に よ っ て ， 勇 気 ， 信

仰 ， 正 直 さ， 忍 耐 ， 勤 勉 ， 伝 道 活 動 の 大 切 さ ， 律 法

へ の従 順 ， 確 固 た る 良 心 を持 つ こ との 大 切 さ ， 愛 な

どに つ い て私 た ち に教 え た。 ・

注

1.ジ ョ セ フ ・ス ミ ス2=3

2.ジ ェ ラ ル ド ・マ ッ シ ー

3.ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミ ス 「母 親 が 語 る ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス の

生 涯 」p.67

4.ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミス 「母 親 が 語 る ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス の

生 涯 」pp.54-58参 照

5.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2=8，II

6.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2=25

7.ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス2=章 末 注

8.「 歴 史 記 録 」 第5巻 第5号(1986年5月 号)，p.57参 照

9.「 教 会 歴 史 」5=B9参 照

10.教 義 と 聖 約10011-3，5-6，8

11.教 義 と 聖 約135：4

12.ヨ ハ ネ15：13

13.教 義 と 聖 約135：3
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「なすべ き業 あ り」

タイの

ルチル ワン ・ポンポングラッ ト姉妹

デビッド ・ミッチェル

「父 は私が4歳 の時に亡 くな りました。ふた りの暴

漢に襲われていた若い女性を助 けようとして刺

され，死んだのです。父のいない寂 しさはたとえようも

な く，心の傷 となっていつ も私 に付 きまといました。 し

かし，13歳 の時に，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 の宣
いや

教師 と出会った ことで，その心 の傷は癒 され ました。天

父の愛を見いだしたか らです。天父は私の話 し相手 とな

って，私の話に耳 を傾 け，私の心を慰めて くださいまし 、

た。また，救いの計画を通 して，いつの日か亡 くなった

父 と再会できることも学びました。」

タイのバ ンコクに住むルチルワン ・ポンポングラット

姉妹が初めて宣教師と会ったのは，10代 の初めに，教会

で催される英語クラスに出席 した時でした。最初の英語

クラスの後で，彼女 はミューチャルの活動に招待 されま
ささ

した。「楽 しい夕べの後で，ひ とりの教会員が祈 りを捧

げました。祈 りの間，それ をどなたかが聞いて くださっ

ているという気がすると同時に，だれかにやさしく抱か

れているときのような温かい気持ちを感 じました。父 を

亡 くした心の傷を癒す きっかけを与 えて くれたのは，そ

の時の祈 りと祈 りの間に感 じた気持ちでした。・私は， 自

分でも祈れるようになりたい， このような気持 ちを何度

も感 じたい と思いました。そこで， 自分 も福音 を学び，

祈るすべを身につけられるか どうか，宣教師に尋ねたの

です。

それから2カ 月の間，私 は宣教師か ら福音について学

び，バプテスマを受けました。宣教師が祈 り方を教 えて

くれた時， これで私 も自分で祈れるのだと思うと喜びで

いっぱいになったのを覚 えています。その夜私 は自分の

部屋に入 り， ドアを閉めると，宣教師の語 ったことがは

たして真実か どうか教えて くださるよう天父に祈 り求め

ました。天父は確かに私の祈 りを聞いて くださいました。

その時初めて天父が私をほん とうに心にか けて くださっ

ているのがわか りました。私はもううれ しくてしかたあ

りませんでした。そして，翌朝早 く，学校 に行 く途中，

宣教師のアパー トの前に立ち止ま り，彼 らの住む最上階

の部屋の窓 に向かって大声で叫びました。『長老!イ

エス というお方が ほん とうにいらっしゃるってわか りま

した。天父が生 きておいでになるのも知っています!』

私は，父 と再会できる方法をとうとう見つけたこと，

そしていつの 日か再 び家族が一緒になれ ることを母に伝

えました。母 は父 を心から愛していたので，再婚 してい

ませんでした。彼女は，学校でのことに限 らず何をする

にも，私がいつも最善のものに目を向けようとしている

ことをよ く知っていました。母は熱心な仏教徒で したが，

この教会が私にとって最善の ものだとわかって くれてい

ました。」

ポンポングラット姉妹 は，学業 をさらに続 け，タイ北

部 にあるチエ ンマイ大学で政治学 を専攻 しました。また

在学中，英会話の能力 も伸ばしました。

母親は，娘が さらに大学で学業 を続 け，修士号 を取る

ように期待 していました。「で も，私 は母 に伝道 に出た

い と告げたのです。母は，勉学に励むべき年月を犠牲に

してはいけないと言って反対しました。私 は母が伝道に

出ることを許可 して くれるよう熱心に祈 りました。この

ことで私 はとても重要なことを学びました。

我が家 には，ひ とりの若い男性が同居 していました。
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マニ ヒ島の エ リック ・ヒー オ兄 弟 は，

こ う語 っ て い ます 。「ひ とつ の場 所 に

こん なに た くさん のモ ルモ ンが 集 まっ

たの を，初 め て見 ました。」

奉 仕 の模 範 を示 す。 カ ン フ ァレ ンス

の中 の輝 か しいひ と ときは，奉 仕 を し

てい る時 で した。 雨が 強 く降 った あ る

朝 を除 き， 若者 た ち は毎 日数 時間， 島

の い ろい ろな場 所 を清 掃 しま した。紙

くず を拾 い，雑 草 や茂 み を刈 り， 石 こ

ろを取 りの け， ごみ を運 び出 しま した。

カ ン フ ァレンス の間， 船着 き場 に沿 っ

た海岸 や村 の墓地 ，教 会 の敷地 や建 物 ，

それ に ごみ捨 て場 と化 し，醜 く汚 れ て

い た地 元 のサ ッカー場 まで もが きれ い

に清掃 され ま した。

ロー レル の年齢 のマ ー二 ・テロオ ア

テ ア姉 妹 はタ カロ ア島 出身 です。 彼女

は真 珠 の核 入 れ(真 珠 を養 殖 す るた め
い がい

に，母 貝 の 中 に胎 貝 の貝 殻 でで きた ご

く小 さ な核 を入 れ る作 業)の 技術 を 日

本 で勉強 して い ます が， この時 ち ょう

ど休 暇 で家 に帰 っ て来 てい ました。 マ

ー二 は この よ う に述 べ て い ます。 「み

んなが 一緒 に なっ て掃 除す るの を見 る

の は最 高で した。大 して時 間 はか か り

ませ んで した し，来 た 時 よ り帰 る時 の

方 が きれ い にな って， うれ しか ったで

す。」 マ ー二 は別 の教 会 に集 っ て い る

友達 ， ヒー ナ ・デ クスタ ー を連 れ て来

ま した。彼 女 は， 末 日聖徒 で は ない ほ

かの何 人 か の参 加者 と同 じよ うに，末

日聖徒 はす ば ら しい人 た ち だ とい う思

い を新 た に し ま した。

聖典 で1日 を始 め る。毎 朝 ，食事 の

前 に聖 典 の個人 学 習 を行 な い，朝食 後 ，

礼 拝集 会 が 開か れ ま した 。 それ か ら奉

仕 活 動 に移 り， 続 い て ス ポ ー ツ や，

「か に とや しの木 」 「犬 と皮 ひ も」 「泥

棒 と真珠 」 の よ うな島特有 のゲ ーム を

交 えた グル ー プ活 動 をし ました。勉 強

や活 動 に一生 懸命 打 ち込 ん だ後 は，世

界 で最 も美 しい さん ご礁 の 自然 の ま ま

の礁 湖 で，無 数 の色鮮 や か な熱帯 魚 や
おうせい

さん ご礁 に生息 す る好 奇 心 旺盛 なが ら

も無 害 な さめ に交 じってひ と泳 ぎし，

気分 転換 を図 りま した。

朝 の聖 典 学習 と礼 拝集 会 の ほか に，

ふ たつ の フ ァイ ヤサイ ド と家 庭 の夕 べ

の集 会 が あ り， こ こで は信仰 ， 道徳 的

な標 準 ，聖 典 の勉強 ， 目標 設定 ，最 後

まで堪 え忍 ぶ こと， 優 れ た人物 とな る

こ と，伝 道 の準 備， セ ミナ リーへ の出

席 な どの霊 的 な事柄 が 強調 され ま した。

あ る話 者 は フラ ンス領 ポ リネ シ アに お

け る教 会歴 史 に つい て短 く話 しま した

が ，初 期 の宣 教師 や会 員 た ちの犠牲 に

つ いて も語 り，福 音 を分 か ち合 うた め

に同 じよ うな犠牲 を進 んで払 うよ う若

人 にチ ャ レン ジ しま した。
あかし

証 会 で 終 わ る。 カ ン フ ァ レ ン ス の

終 わ りに，若 者 た ちは，新 しい友情 の

きず なが 結 ばれ， 証 が強 め られ た こ と，

救 い主 につ いて学 び仕 えた い とい う望

み を新 た に した こ とに対 して感謝 の気

持 ち を表 わ しま した。 それ まで あ ま り

熱心 に教 会 に通 っ てい なか っ たあ る若

者 は，伝 道 に 出た い とい う願 いを持 っ

た こ とを， この よ う に語 り ま し た。

「この カ ン フ ァ レ ンス で は ぐ くん だ証

をほか の人 々 と分 かち合 え るよ う， 自

分 の生活 を整 えた い と思い ます 。福音

が もた らす 喜 び を広 めたい の です。」

真 珠 の よ うに。 この ユー ス カ ンフ ァ

レ ンス は， 離 島 に住 む人 々 に， さ らに

も うひ とつ の教 訓 を与 えて くれ ま した。

忍耐 す れ ば， 困難 な問題 も祝福 に変 わ

る こ とが わか っ たので す。 それ は彼 ら

が礁 湖 で養 殖 してい る黒 い真珠 を思 い

起 こさせ ます 。胎 貝 の貝殻 で で きた小

さ な核 は， 母 貝 に とって はひ とつ の悩

みの種 で す。 しか し母 貝 は時 間 をか け，

正 し く扱 い なが ら， それ を美 しい真珠

に変 え てい くの です。 □
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だれ にコン トロール

されていますか?
七十人 ケネス ・ジ ョンソン長老 國

い か 。」 私 は ， お も し ろ そ う だ な ， と思 い

ま し た。 そ の 当時 は 今 の よ う な革 の ス ー ツ な どあ り ませ

んで した か ら， か な りの 軽 装 で バ イ ク の後 ろ に乗 り ま し

た。 オ ー トバ イ は ， 町 じ ゅ う を走 り抜 け， や が て 一 直 線

の道 路 に 出 ま し た 。 間 もな く彼 が 後 ろ に座 っ て い る私 に

話 しか け て き ま し た 。 「時 速160キ ロ で 飛 ば し た こ と あ

る?」

私 は 「な い よ」 と答 え ま し た。

「じ ゃ あ
， 行 くそ。」

「だ め だ よ
。」

しか し， 彼 は エ ン ジ ン を吹 か し，猛 烈 な うな りを上 げ

てバ イ ク を加 速 させ ま した 。 顔 の皮 膚 が 風 圧 で 引 きつ り，

時 速150キ ロ を超 え160キ ロ近 くに な る と， た た き っ け る

よ うな風 で 着 て い る もの が な び き ま し た。 私 は人 に 自分

の身 の安 全 を任 せ る とい う招 きを 受 け入 れ て し ま っ た の

で す 。事 実 そ の た め に私 は大 変 危 険 な 目 に遭 っ て し ま い

ま し た。 そ の 日， 私 は こ う決 心 し ま し た 。 「も う 二 度 と

自分 の命 を人 に左 右 させ な い そ。」

若 い 男 性 ， 若 い 女 性 の皆 さ ん， 皆 さ ん が 人 を招 くと き

も， また 人 か ら招 か れ る とき も， それ らが す べ て キ リ ス

トの み も とへ 行 くた め の 招 き で あ る よ う に し て くだ さ い。

そ うす る こ とに よ っ て 自 分 の 生 活 を 自分 で コ ン トロ ー ル

す るの で す 。

1959年 に私 は そ の よ うな 招 き を受 け ま した 。 そ の こ ろ

はまだ，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の存在すら知 り

ませんで した。あるダンスパーティーで，私はひとりの

若い女性に巡 り会ったのです。彼女は福音の教えの中で

育 った女性でした。私はこの女性 に引かれたのですが，

ある時，次のようなことを言われ ました。「あなたと神

殿以外の場所で結婚するなんて考えられないの。」私 は

その招 きを受け入れ，福音 を学びました。この女性 は今，
はんりよ

私の永遠の伴侶 となっています。私は彼女が差 し伸べて

くれた招 きにこれか らも感謝し続 けるで しょう。私の人

生 を変えて くれたか らです。

私たちには息子がひとりいます。私は息子が主の誓約

の中で成長するのを見守 って きました。 ともに神殿に参

入し，息子が宣教師 として伝道 に出る姿 も見 ました。す

ばらしい伴侶 と神殿 で結 ばれるのも見 ました。 このよう

な息子の人生が招 きとなって，キ リス トのみ もとへ行 こ

うという私の気持 ちはさらに強められています。

若人の皆さん，皆さんは人々をキリス トのみもとに来

るように招 く偉大な能力 を内に秘 めています。私 にとっ

て教会幹部 としての召 しよりもさらに神聖なものを皆 さ

んに紹介 しましょう。それは言葉では表現で きないほど

神聖な数々の誓約です。 これ らの誓約は私が教会幹部 と

しての召しを受 ける前 に交わした ものであり，召しを終

えてからも存続 します。そして，人生の中で最 も貴重で

神聖な事柄に私 をつなぎ留めて くれる力 となっているの

です。

私の母国イギ リスだけでな く，世界 じゅうの教会には，

この偉大なみ業 を推 し進 めるうえで，かつてだれも成 し

得なかった ような方法で重要な役割を果たすであろう若

い男女がおおぜいい ます。キリス トのみもとに来 るとい

う招 きにこたえるとき，確かに彼 らはそうで きるでしょ

う。

私はイエスが生 きておられ，イエスがキリス トである

こと，主が この教会 を導いておられることを知 っていま

す。以上を私が知ることがで きたのは， これまで多 くの

善良な人々が主のみもとに来るよう私 を招いて くださっ

たからです。そして私 自身 も人々を招 くよう努めていま

す。□

(こ の 記事 は，1990年4月 の 総大 会 で の説 教 を基 に書 か れ て い ます)
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だ

す

す

い

愛

う

示

さ

の

ぞ

を

だ

族

。
愛

く

家

い

へ

て

は

さ

族

け

轄
鍵

だ

家

助

す

く

が

う

ら

て

た

よ

た

つ

な

る

も

祈

あ

せ

を

。

，
だ

致

す

は

い

一

ま

父

見

ン

部

レ

ペ

ド

ザ

乃
部
；

蜘

フ

キ

オ

・

ｑ

，

・

一

ビ

ア

Ｓ

リ

リ

テ

オ

ニ

・

チ

チ

ス

ビ

ダ

ス

せ

在

と

と

を

ま

現

う

こ

範

り

も

お

い

模

あ

妹

集

し

に

は

，

に

悲

親

で

し

会

も

両

発

た

教

て

は

活

し

は

と

供

に

ま

親

は

子

，

ず

る

参

つ

族

れ

。

は

さ

え

ー

い

家

く

す

に

返

抑

：

，

の

て

ま

き

い

を

１５

り

遠

つ

い

，

方地ムエ

と

言

り

言

お

永

な

て

ル

ジ

た

，
憤

箴

て

，

に

し

ジ

タ

つ

て

て

ー

し

り

ち

食

ラ

ン

。

を

に

気

灘

預

欝

隷

駄
蒲

騰

繭

醐
蛎
喜

隣

疑
招

鋤
醐
懲

初

椥

誰

㌫

は

丸

嚇

撚

以

穀

知

融

肋
郷

謁

ん

伝

は

で
示

キ

に

よ

照

の

を

る

部

グ

づ

刀

㈲

ワ

・

㏄

ヨ

ア

ス

チ

イ

デ

ア

ラ

ン

献

鴛

丸

愛

戻

持

漸

ブ

コ

部

リ

ソ

一

う

マ

真

族

ず

時

し

要

ば

に

キ

償

・

は

家

わ

る

も

必

れ

い

一

を

０

葉

，

と

す

か

の

な

互

，

テ

．

言

は

い

を

い

族

に

と

。．
ン

ス

敗失

ド

の

に

も

話

し

家

う

つ

う

ビ

ス

の

ッ

こ

る

力

。

か

ず

よ

も

よ

り

ロ

庭

ビ

た

め

努

す

ず

ま

る

て

し

イ

ロ

．

も

」

ら

を

ん

り

も

た

愛

倣

る

・

ト

ブ

部

耀

ゆ

刀

嘲

支

ゴ

・

・

Ｇ

イ

・

ル

Ｄ

テ

ノ

ア

一

・

ン

ゴ

リ

イ

ア

カ

家

デ

れ

収

な

ま

む

が

す

つ

で

フ

マ

部

ハ

マ

メ

リ

リ

勲

鷲

鉱

議

隷

備

蛇
・越
贈
誤
砒
秘
怨

剖
黎

功

は

イ

す

め

〃な

取

せ

つ

も

合

㌧

と

ケ

で

強

行

を

ま

気

ら

し

こ

ツ

実

を

に

間

れ

に

彼

愛

し

し

た

る

し

く

し

く

努

庭

ま

ス

も

を

つ

謝

赦

深

も

な

に

家

ま

。
ピ

。

い

あ

，

に

情

。
れ

う

の

た

う

ズ

い

思

が

て

い

愛

い

く

よ

真

い

よ

ガ

．

さ

な

事

つ

互

，

さ

て

す

を

抱

し

レ

だ

や

め

合

お

く

だ

し

赦

家

を

で

・

く

い

も

し

て

深

く

赦

は

，

り

い

ン

て

，

に

話

し

り

て

を

た

そ

怒

な

ピ

げ

り

中

く

そ

や

し
‘
と

あ
な

こ

し

れ

り

あ

た

の

よ

。

い

力

こ

あ

愛

も

ら

イ

て

い

族

に

す

思

努

の

く

。

。

じ

フ

し

つ

家

い

ま

と

に

た

か

い

す

感

，

隔
赦

傷

，
互

り

つ

う

な

に

さ

で

を

ン

を

が

に

，

族

か

め

は

が

，

る

が

，

く

る

，

家

れ

た

き

要

い

れ

族

も

て

す

ら

イ

「

あ

も

よ

あ

と

だ

力

愛

ピ

部

ピ

リ

キ

ズ

．ア

ガ

リ

だ

た

と

必

合

な

家

て

め

に

な

フ

テ

レ

マ 　歳屹くナ［ユテ

部

ラ

ド

・

一

ア

ワ

リ

ー

シ

第

セ●

分

と

姉

チ

愛

，

自

に

と

い

ら

が

，
う

私

し

か

た

ら

よ

。

か

ち

し

か

る

た

ず

た

ま

長

え

し

む

私

い

会

伝

ま

も

は

て

の

と

け

て

親

つ

性

る

受

と

両

知

女

い

を

は

。

は

い

て

ジ

れ

た

と

若

し

ン

そ

し

こ

は

愛

レ

，

で

る

ち

に

ヤ

て

ジ

い

た

親

チ

つ

ン

て

私

両

う

と

レ

れ

の

い

に

ヤ

さ

号鞭際禰聖

書

会

て

一

ぐ

今

か

，

り

感

を

教

け

オ

す

，
何

て

な

を

葉

が

か

フ

。

，

が

に

し

に

愛

言

姉

を

二

た

は

た

め

う

う

に

の

，

ン

ユ

し

か

し

た

こ

よ

て

し

り

ロ

の

ま

る

ま

の

。

る

べ

ま

た

イ

一

し

い

い

族

た

れ

す

励

し

ア

カ

も

て

ま

家

し

ら

い

。
残

に

ツ

り

つ

し

て

ま

じ

な

た

を

ス

サ

た

や

て

し

り

感

行

。

し

ジ

レ

の

げ

を

れ

加

な

を

の

す

ま

一

ド

弟

あ

れ

知

参

に

愛

族

で

し

セ

く

，

て

そ

に

が

う

に

家

の

に

ツ

行

り

つ

が

な

員

よ

中

。

る

望

う

メ

て

た

洗

れ

ん

全

る

の

た

い

希

よ

た

着

げ

を

だ

み

は

す

庭

し

て

名

す

い

に

あ

ム

に

で

を

家

ま

じ

匿

監

ら

話

ど

し

愛

テ

，
さ

に

を

示

る

ス

ち

。
親

族

，
す

，
オ

だ

う

両

家

り

対

ン

ラ

友

よ

，
が

た

に

ピ

ガ

や

し

部

た

え

た

盤
戚

で

全

な

伝

な

賊
親

う

を

あ

を

あ

，
ど

と

。

か

の

。

ら

ら

こ

い

る

ら

」す

な

た

る

さ

い

彼

で

要

み

い

だ

て

，
ず

必

て

て

く

し

ば

は

が

し

じ

て

愛

れ

る

け

話

感

み

に

す

ま

助

に

，

て

な

り

深

督

に

し

ん

た

も

ベザイ●ン

リ

ゲ

部

ガ

イ

ウ

キ

ボ

ワ

フ

ト

【

カ

Ｄ

劒

．

２

部

サ

０

ド

ク

ソ

［

デ

ゴ

一

ロ

ラ

オ
．
フ

む

り

特

よ

と

す

と

で

き

ま

か

な

し

る

ま

つ

と

と

，

の

う

で

け

い

も

こ

す

か

る

よ

う

か

思

，

る

ご

る

い

。

る

ど

出

と

い

取

過

あ

て

す

れ

は

に

い

合

を

に

で

し

ま

な

て

ク

い

し

間

も

族

愛

き

く

み

ツ

も

話

時

と

家

を

で

し

て

こ

で

に

の

で

い

族

が

親

し

ク

の

い

め

族

し

家

と

部

虎
緬
麗

震

鯨
髪

葺

部
㈲

も

を

緒

単

は

合

ち

す

ん

こ

テ

ド

ｑ

が

動

一

簡

の

り

た

に

ご

起

ス

一

子

族

活

。
た

な

知

私

な

ぜ

い

南

ワ

智

家

な

か

つ

切

く

。

ん

な

思

京

谷

園

別

う

い

大

よ

す

ど

た

を

東

渋

御



え

家

す

す

，

も

ま

と

眺

ス

う

の

こ

画

い

て

り

解

さ

ン

く

私

過

計

合

い

な

理

だ

，
ワ

い

。

に

に

け

つ

に

の

く

ン

ユ

上

切

で

。

い

責

る

家

努

イ

バ

き

大

族

す

互

き

れ

，

う

フ

カ

築

が

家

ま

お

べ

や

ら

よ

〉

榔

バ

一

一

ワ

Ｃ

欧

鴛

踊

瀦

働

徹

め

拠

既

叱

好

柵

菊

わ

嘲

一
ラ

ベ

¢

テ

タ

ロ

ラ

を

人

て

い

，

す

い

カ

る

庭

一

つ

て

て

た

思

た

め

家

人

ま

し

つ

果

，
な

深

い

一

集

画

よ

が

し

あ

を

よ

族

週

計

に

人

解

ず

り

り

家

毎

を

と

一

理

ま

や

よ

，
は

問

こ

人

と

Ｑ

い

で

族

時

る

一

つ

す

思

を

年

り

見

９４

お

意

１９

と

の

は

の

ん

り

記

さ

切

下

皆

め

は

る

締

先

す

。

て

対

す

あ

に

ま

。

問

い

す

質

て

で

の

し

日

記

ち

ー

鈴

Ａ

血

幽

㎜鞭
㎜
欝

舐

ＳＲＥＷＳＮ

５０４１８ｈ

キ

語

翻

い

く

。

記

さ

了

一

本

で

，

て

ん

明

用

ご

テ

日

ら

ロ

し

せ

を

採

め

鰹

蔽

婿瓢

所

粥

懲

髄

購

鰯

舗

働

鵡

住

を

く

手

れ

返

場

お

せ

齢

酩

翻

先

毬

胤

妬

眺

隊

。

年

ド

お

ま

。
た

望

さ

限

い

，

一
を

し

可

。
希

だ

は

さ

下
鱈
蔽
搬
認
誘
蕪
辮
讐

難

い

食

な

断

し

て

断

が

ら

で

れ

で

の

た

る

ら

ま

も

し

ぎ

め

今

る

う

で

勧

。
得

ど

と

に

す

り

。
の

う

ま

ま

す

も

よ

い

あ

ま

る

る

て

，
じ

あ

す

つ
が

感

義

食

か

た

に

意

断

わ

し

う

と

□

は

ま

よ

つ

。

と

み

た

も

か

問

こ

て

つ

を

う

質

る

し

か

食

よ

せ

く

た

り

を

両

お

り

任

多

私

ま

親

，

Ｑ

な

に

け

，

深

両

て

た

に

ち

だ

て

も

で

し

し

せ

た

れ

つ

て

ん

に

ま

幸

私

ど

知

と

喜

目

れ

と

を

に

を

は

が

を

く

つ

部

。
め

か

念

ち

の

て

ず

一

た

た

る

の

た

る

し

は

の

し

の

い

敬

私

い

敬

ち

、

い

ま

ち

て

尊

，
て

尊

た

払

り

た

つ

の

た

し

を

私

支

あ

私

払

へ

ま

と

ち

，

の

も

が

を

親

。

う

た

今

。
望

月

と

親

牲

両

た

よ

私

で

た

希

る

こ

両

犠

の

し

け

も

げ

し

名

あ

た

の

ち

ま

助

親

か

ま

匿

。
る

た

つ

，
主

た

い

祈

し

祈

て

。

こ

さ

は

う

に

け

い

に

だ

法

ど

う

か

さ

り

く

方

は

よ

き

だ

祈

て

の

に

る

働

く

，

つ

良

る

れ

に

て

れ

祈

最

け

ら

族

し

ら

，

の

助

け

家

に

お

。

て

め

を

受

た

う

て

す

つ

た

族

を

ま

よ

し

ま

祈

る

家

感

。
る

愛

い

，
め

。

霊

い

れ

を

さ

て

強

す

か

さ

祈

ち

だ

つ

を

で

い

だ

に

た

く

祈

族

と

い

く

緒

私

て

家

こ

ら

て

一

は

え

　

部

臓

道

・

¢

伝

ド

老

ル

ル

長

毛

ル

ラ

タ

ワ

ノ

エ

リ

ハ

ポ

ジ

ソ

む

神

ち

持

す

よ

を

す

コ

力

口

ロ

ピ

ア

¢

ク

か

を

ま

，
族

ま

家

。

は

て

て

と

，

す

と

い

し

う

て

ま

こ

つ

示

そ

し

い

る

に

を
”
戻

と

て

い

会

範

に

者

つ

て

教

模

会

権

合

つ

．
。

い

教

デ

分

権

り

き

家

り

ゼ

し
を

神

な

と

の

な

キ
か
証

て

に

る

私

に

ル
あ
の

つ

け

語

い

ち

メ

分

あ

助

を

な

持

は

自

に

も

い

で

気

私

に

庭

て

思

発

う

族

家

と

の

活

い

ド

レ

レリ

部

ン

モ

一

死
歳

榔

レ

サ

ビ

テ

ァ

一

ル

ラ

ゆ

豚
，
㍗

刀

杯

け

嘲
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／道の徒聖
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。

け

に

族

な

い

い

が

た

態

れ

習

き

い

だ

し

家

あ

為

さ

た

つ

の

れ

い

で

さ

ろ

ご

。

，

コ

だ

な

な

へ

ら

よ

も

，

一

欝
饗
劇
蟹
購
鮮
醐
霊

蹴

つ

な

う

し

に

い

あ

き

，

の

で

信

と

め

イ

ガ

い

い

こ

で

き

て

て

と

く

族

ず

の

べ

始

フ

ナ

て

て

と

い

と

し

し

る

強

家

は

ら

夕

き

え

つ

い

な

た

と

貸

あ

耐

，

く

か

の

築

変

い

い

は

し

要

を

が

忍

ら

い

族

庭

に

を

く

，

で

を

必

手

題

，
な

て

家

家

中

．
。

身

ま

て

の

と

を

に

問

て

る

つ

び

や

の

う

自

う

い

る

こ

け

先

に

い

取

わ

た

り

族

よ

分

の

て

い

い

助

ん

族

着

を

変

と

祈

家

し

自

族

見

て

い

の

ば

家

ち

度

は

ひ

，

を

で

家

を

し

が

た

ち

落

態

度

ば

慣

る

リ

ス

シ

ロ

セ

シ

　

　

ア

Ｒ

ー

リ

●

歳

マ

ア

㈹

て

和

た

幸

し

を

な

，

示

ち

あ

け

を

持

も

受

範

気

族

を

模

の

家

響

て

族

，

む

影

す

ル

し

家

ら
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94歳 で ，新 し く生 まれ て

ルイーゼ ・ウルフ

1989年3月 ，私は重い病気 にかかって， ビスマールの

病院に入院 してい ました。 ビスマールは，当時 はドイツ

民主共和国(東 ドイツ)の都市でした。94歳 になっていた

私はほんとうに頼 りない気持ちになって，生 きる望みを

すっか り失っていました。天の家に連れて行って くださ

るように，いつ も神 に祈っていました。

私の苦 しみを知って，娘がハンブルクか ら見舞いに来

て くれ ました。そのたびに娘 は私に新鮮な希望 を持たせ

ようとし，忍耐す るように励 まして くれ ました。そして

最後には私 を退院 させて，娘 と義理の息子の自宅に引き

取って くれたのです。

娘の強 さと自信 に，私はいつ も感心していました。娘

にそのことを言 うと，彼女 は日曜 日ごとに教会に行って

いるせいだ と言います。娘 は随分前に末 日聖徒イエス ・

キリス ト教会に入 っていました。で も，私 は彼女の新し

い宗教にあまり興味があ りませんでした。 自分のプロテ

スタント教会の信仰を捨てようとは思わなかったのです。

ところが私が娘の家に同居するようになったので，娘

は私に教会のことを話 した り，聖典 を読んで聞かせた り

するようになりました。ふた りの女性の宣教師 も呼んで，

いろいろなことを聞かせて くれ ました。 このすばらしい

上 福音を教えてくれた宣教師のサエテリ姉妹(左)，

ヤング姉妹と一緒のルイーゼ。ルイーゼの右にいるのは

娘のマリアンネ ・ライメルズ姉妹。

姉 妹 た ち の訪 問 は私 を喜 ばせ ま し た。 そ し て私 は ， 彼 女

た ち との レ ッス ン を通 じて ， つ い に末 日聖 徒 イ エ ス ・キ

リス ト教 会 が 唯 一 ま こ と の教 会 で あ る とい う確 信 を得 た

の で す。

1989年8月27日 が ， 私 のバ プ テ ス マ の 日 に な り ま し た 。
うま

94歳 の私が ヨハネによる福音書 にあるように 「新 しく生

れ」(3：3)た のです。

すばらしい変化がす ぐに訪れました。苦痛を耐 えなけ

ればならないのは相変わ らずでしたが，終わ りまで忠実

であれるように助 けて くださいと主に向かって祈れるよ

うになったのです。私たちが天 に戻 る時期は天父が ご存

じであるということも，わか るようにな りました。私が

この地上でバプテスマの誓約 を交わすことは，天父のみ

こころだったのです。ロ

ウルフ姉妹はバプテスマを受けて1年 半後に安らかに亡くなりま

した。
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家庭訪問メッセージ

祝福師の祝福から力を得る

「私 箏鞭灘 響1魔慧

郷 か らの手 紙 の よ うに，愛 され受 け入

れ られ て い る と感 じるか らで す。」 ス

ーザ ンは この よう に述 べ てい ます 。

父親 は家 族 の族 長 として，家 族 に神

権 の祝 福 を授 ける こ とが で き ます。 し

か し， ステ ーキ部 の祝 福 師 は， ヤ コブ

が12人 の息子 に与 えた の と同 じよ うな

(創世48-49参 照)神 権 の祝 福 を与 え る

権 能 を持 って い ます 。 ステ ー キ部 の祝

福 師 は私 たち の血 統 を宣 言 し， 天父 が

私 た ちにお与 えに な る個 人 的 な祝福 を

明 らか に し， 私 た ちが果 たすべ きい く

つ か の責 任 を示 す よ うに聖任 され てい

ます。教 会歴 史 部 で記録 され， フ ァイ

ル に収 め られ るの は， ス テー キ部 の祝

福 師 に よって与 え られ た祝福 だ けです。

祝福師の祝福を

受けられるように備える

祝福 師 の祝福 の恩恵 に じゅ うぶ ん に

あず か るた めに は， それ を受 けるふ さ

わ しさ を身 につ け，準 備 す る必要 が あ

ります。 まず ，監 督 また は支 部長 と面

接 し，推 薦状 を もらい ます。 次 に， ス

テー キ部 の祝福 師 と約束 を取 ります 。

最後 に， 祝福 を受 け るた めに霊 的 な備

えを し ます。 エ リン は当時 を思 い 出 し

て， この よ うに述 べ て い ま す。 「祝 福

を受 けに行 っ た ころ，心 に引 っか かっ

て いた疑 問 が い くつか あ りま した。 何

週 間 も霊 的 にふ さわ し くな るため に備

え， さ らに断食 と祈 りを もっ て祝福 に

臨 み ま した。 す る と， そ れ らの疑 問 に

対 す る導 きと霊 感 を受 けた ばか りで な

く， その 時 には考 えて もみな か った，

別 の事 柄 につ いて も答 えを受 けたので

した。」

祝福 師 の祝福 はそ れ ぞれ独 自の もの

であ り，定 期 的 に読 み返 せ る よ うに，

私 た ち は祝 福 文 の写 しを受 け取 ります。

● まだ祝 福 師 の祝福 を受 けて いな い

人 は， それ を受 け るた めに， 何 を した

らよい で しょうか。

祝福師の祝福は平安をもたらす

祝 福文 は，神 の娘 と して の皆 さんの

永遠 の特質 と可 能性 をかい ま見 る機 会

を与 えて くれ ます。 ある母親 は， この

よ うに記 して い ます 。「祝 福 を受 け る

子供 たち に付 き添 っ て驚 いた の は， そ

れ ぞ れの子 供 に与 え られ た祝福 が とて

も個 人 的 で一人 一人 違 っ た もの だっ た

ことです。 神様 は私 以 上 に よ く私 の子

供 た ちの こ とを ご存 じな ので す。」

親 しい 自分 の家族 に祝福 文 の 内容 に

つい て話 した り， 読 んで 聞か せ た りす

るの な ら適 切 か もしれ ませ んが， 祝福

文 は神 聖 な もの です か ら， それ につ い

て軽 々 し く話 し合 った りすべ きで は あ

りませ ん。 ほか の人 の祝福 文 と比 べ た

りす るの もい けませ ん。祝 福文 の長 さ

や言 葉遣 い は重 要で はあ りませ ん。

祝 福師 の祝 福 に は，私 た ちの身 の上

に起 きるす べ ての事柄 が 詳 し く述 べ ら

れ てい るわ けで は あ り ませ んが， 明確

で個 人 的 な導 きを与 えて くれ ます。 ヘ

ザ ー は この よ う に述 べ て い ます 。 「伝

道 か ら帰 った時 ，私 には選択 しな けれ

ばな らな い事 柄 が た くさんあ りました。

そ こで ，祝福 文 を祈 りの気持 ちで読 ん

で み ま した。 す る と，答 え はそ こに記

され てい ました。 私 の進 んで い る道 が

どこへ通 じるのか ， まだ は っ き りとは

わか りませ ん。で も， 主 が私 に行 な う

よ うに望 まれ て い る こ とを してい る と

確 信 してい ます。」

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン副管 長 は こ

の よう に語 って い ます。 「祝福 師 の祝

福 には， 文字 どお り皆 さん の永遠 の可

能 性 に つい て書 かれ た記 録 の一部 が述

べ られ て い るのです 。 …… 〔それ〕 は，

現 世 にお いて平安 へ と導 くパ スポー ト

で あ り， 天 の家 へ と正 し く導 く光 の羅

針 盤 で す。」(『祝 福 師 の祝 福 は光 の 羅

針 盤 』「聖 徒 の道 」1987年1月 号 ，pp.

69，70)

祝 福 師 の祝福 に は，勧 告 や約 束， 確

証 な どが含 まれて い ます。 私 たち が持
たまもの

って い る霊 的 な賜 や才 能， と きには召

しが述 べ られ て い ます 。祝 福 師の祝 福

.は，愛 す る者 を失 った ときに私 たち を

慰 め， 苦 しい と きには心 の いか りとな

り，正 しい道 を選 ぼ う と日々 努力 す る

ときに私 た ち を力 づ け て くれ ます 。

●私 た ちが受 け た祝 福 師の 祝福 をよ

り一 層活 用 す るに は， どう した らよい

で しょ うか 。□
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予言者 たち と

ジ ョセ ブ ・ス ミス

ジ ョセ ブこそ， この最後の神権 時代 にお

ける傑 出 したキ リス トの証 し人 です。

ロ バ ー ト ・L・ ミ レ ッ ト

ル モ ン の 予 言 者 ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス は，19世 紀 の

モ 人々にあまり理解 されませんでした。 まして20世

紀末 の現代人 には困惑の種でしかないか もしれません。

かつてジョセフは 「だれ も私 の経歴 を知 らない」 と語 っ

たことがあ りました。「私はそれを語ることができない。

私は決 してそれをしない。私の経歴を信 じないか らとい

って，私はだれをも責めはしない。 もし私 に今の経歴が

なかったとした ら， 自分自身 それを信じなかったであろ

う。」(「教会歴史」6：317)

ジョセブ ・ス ミスは主イエス ・キ リス ト同様，生涯 あ

る種の孤独に耐えるよう召 されていました。成長 して予
あがな

言者 となったこの農夫の息子が，聖なる順い主について
あかし

個人的に証することがで きたの も，た とえ程度の差はあ

ってもジョセブ自身がイエスと同 じように 「悲しみの人

で，病 を知っていた」(イ ザヤ53：3)か らです。 ジョセ

フの生涯は，迫害 と疑惑に特徴づけられていただけでは

な く，みずからは真昼の輝か しい光の中を歩みながら，
ゆうやみ

夕 闇 を歩 く こ と に甘 ん じて い る人 々 を導 く責 任 を 持 つ 者

だ け が 知 る孤 独 の生 涯 で も あ っ た の で す 。

困難 な時 期 に 妻 エ マ に あ て た 手 紙 の 中 で ， ジ ョセ ブ は

「神 こ そ私 の 友 で あ る」 と語 っ て い ます
。 「私 は神 に あ っ

て 慰 め を見 い だ す で あ ろ う。 私 は命 を神 の み 手 に ゆ だ ね

て い る。 そ して い つ で も神 の召 し に従 う備 えが で きて い

る。 私 は キ リス ト と と も に い た い と願 っ て い る。 命 を惜

し い と は思 わ な い 。 た だ 主 の み こ こ ろ を行 な う だ けだ 。」

(「ジ ョセ ブ ・ス ミス の 私 書 」 デ ィ ー ン ・C・ ジ ェ シ ー 編 ，

p.239， 句 読 点 と綴 り訂 正)こ の よ う な 言 葉 か ら， ジ ョ
けんそん ひ けつ

セブの謙遜さと成功の基 となっていた秘訣 をかいま見る

ことができます。つまり，自分が全能の神の光の中を歩

んでいることをジョセブ自身は知 っており，それをほか

のすべての人にも知 ってもらいたい と願 っていたのです。

彼 こそ全能 の神から遣わされて誓約 を伝 える者であ り，

神だけでな く，ジョセブ自身 もその ことを知 っていまし

た。

古代の予言者たちにも知 られていた
なんじ

主はエジプトのヨセブに言われた。「われは汝の子孫よ
おこ うち

り一人の優れたる聖見者を起す。この者は汝の子孫の中

にて大いに尊ばるべ し。……見よ，われは汝の子孫の書

物を汝の子孫に書き伝うることを この聖見者に任ず。」

(IIニーファイ3：7，18)

時 満 ち た る神 権 時 代 は 主 の み業 の 成 就 を も た らす よ う

に定 め られ て い ま し た。 こ の時 代 は神 が 「天 に あ る もの

地 に あ る も の を ， こ と ご と く， キ リス トにあ っ て一 つ に

帰 せ しめ よ う と され た」(エ ペ ソ1：10)時 で あ り， 古 代
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り距離を置いて予言者，使徒，イスラエルの長老たち，

そして光 と理解のみたまを持つ知恵深 く，善良で賢明な

人々の順に従 うのである。」(1984年 スペ リー ・シンポジ
なんじ

ウム 「汝 ら耳 を傾 けよ 教義 と聖約 に関す る論文」
ことば あと

より 『今の代 の人々には，汝 に よりてわが言 を与 うべ

し』P.4)

アダムやエノク，ノア，アブラハム，そしてモーセや

ほかの予言者 と同様，ジョセブ ・ス ミスもまた神権時代

の長でした。神権時代の長 は，神の知識 と権能を地上の

人々 に伝 える仲立ち とな ります。神権時代 と呼ばれる時

代にあって，その時代の人々に，イエス ・キ リス トの福

音，すなわち救い と昇栄の計画を再び明 らかにし，人を

変える神の権能 とそれに伴 う救いの誓約および儀式が与

えられるよう，神の器 として働 くのです。 また，神権時

代の長はその時代 にあってイエス ・キリス トを証する傑

出した予言者 となります。それは彼が見聞きし，感 じ，

体験 したことを通じて，キリス トを直接知っているか ら

です。また，神権時代の長は救いの計画の中心に位置 し

てお り，彼の証の力 を媒介にして人々が主を知 り，みた

まの光の恩恵に浴するようになるため，神権時代 の長の

召しと地位 は彼に従 う人々の証の対象ともな ります。

マ ッコンキー長老はこう指摘 しています。「予言者 は

皆キ リス トの証 し人 である。神権時代 の長 はすべて，

各々の時代でキリス トについて啓示を受ける者 となる。

そして，それ以外の予言者や使徒 は神権時代の長の意志

を反映する者であ り， こだまであ り，解釈者 となる。つ

まり，神がその永遠のみ言葉を世 に送るためにその時代

に召 した者を通 して啓示 された事柄 を，世の人々の間に

響かせ，解釈 し，明 らかにすることだけが彼 らの役割 な

のである。」(『今の代 の人々には，汝 によりてわが言 を

与 うべし』pp.4-5)

確かに，私たちは御子 のみ名 によって御父を礼拝 しま

す。また，主キ リス トは御父 に通じる唯一の道であり，

キリス トのほかに人間に救いを与 えることのできる名は

決してありません。 しか し， これまで検証してきたよう

に，神権時代の長はキ リス トについて啓示を受 ける傑出

した予言者です。 このため， キリス トを証す ることが御

子をこの世 に遣わされた御父を証することと明らかに同

じであるように，ジ ョセブ ・スミスを証することは，彼

を遣わされたイエス ・キリス トを証することにもなるの

です。見方を変 えると，ジョセブ ・ス ミスを公然 と否定

し，その予言者 としての召しを証する，霊への働 きかけ

に 心 を閉 ざす こ と は， と りも な お さず 彼 を遣 わ され た 主

ご 自身 を拒 む こ と と同 じな の で す 。 イ エ ス は使 徒 に 向 か

っ て こ う言 わ れ ま した 。 「あ な た が た を拒 む者 は ， わ た

し を拒 む の で あ る。 そ して わ た し を拒 む 者 は， わ た し を

お つ か わ し に な っ た か た を拒 む の で あ る。」(ル カ10：16。

教 義 と聖 約1：38;84：36;112：20と 比 較)

ジ ョセ ブ ・ス ミス と福 音 の 回復 を純 粋 に しか も熱 心 に

証 す る人 に は， 天 の 力 ， つ ま り私 た ち の 礼 拝 す る主 か ら

来 る え りす ぐ りの 霊 的 な 祝 福 が 伴 い ます 。 そ の よ うな 祝

福 は ， 確 か に 天 が そ の証 に賛 同 し て い る こ と を証 明 す る

もの と言 え ま し ょ う。 ジ ョセ ブ ・ス ミス の お い に 当 た る

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 は こ う 言 明 し て い ま す 。

「私 は イ エ ス ・キ リス トが 神 で あ る こ と を信 じ て い る。

なぜ な らば ， 私 は … … ジ ョセ ブ ・ス ミス の証 を通 して ，

イエスがキ リス トであり，生ける神 の御子であることに

ついて今 まで以上に確かな知識を持つに至ったからであ

る。 教 義 と聖 約 に は， ジ ョセ フ ・ス ミス が 御 子 に ま み え，

御 子 の声 を 聞 き， 御 子 よ り指 示 を受 け た こ と， そ れ らの

教 え に従 っ た こ とが 記 さ れ て い る。」(「福 音 の教 義 」p.

473， 下 線 付 加)

なんびと

「イ エ ス ・キ リス トを除 くの ほ か … … 何 人 よ りも」

末 日を迎えた地上におけるジョセブ ・ス ミスの比類な

い役割 をかいま見ることは，むずか しいことではありま

せん。誇張 しない ことで知 られていたジ ョン ・テイラー

長老は，感謝 と称賛の気持ちを込めて次 のように書いて

います。「ただイエス ・キ リス トを除 くのほか， この世
お

に生 を受 け た る何 人 よ り も この 世 に於 け る人 類 の 救 い に

尽 した り。」(教 義 と聖 約135：3)エ ノ ク よ りも人 類 の 救

い に 尽 く した とい うの で し ょ うか 。 ア ブ ラハ ム や ヤ コブ ，

モ ー セ よ り もで し ょ うか 。 ジ ョ ン ・テ イ ラ ー 長 老 の真 意

は ど こ に あ る の で し ょ うか 。 以 上 の 質 問 に答 え る た め に

以 下 の 可 能 性 に つ い て 考 え て み ま し ょう。

1.ジ ョセ ブ ・ス ミス は ， 神 の み た ま が す べ て の 人 に

注 が れ る と ヨエ ル が 予 言 した 時 代 の 正 当 な 管 理 者 と して

働 き ま した 。(ヨ エ ル2：28-29参 照)1823年9月 ， モ ロ

ナ イ が 初 め て ジ ョセ ブ に 現 わ れ た 時 ， モ ロ ナ イ は こ の ヨ

エ ル の聖 句 を引 用 し て 「こ の事 い ま だ成 就 せ ず とい え ど

も間 もな くあ る べ き な り」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：41)と

言 っ て い ます 。 最 初 の モ ロ ナ イ の 訪 れ か ら数 年 間 ， 確 か

に多 くの人 が 夢 を 見 ， 幻 を 見 ま し た 。(ヨ エ ル2：28参
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さと め しか
「主われらの覚りの眼に手を触れたまいたれば……而 して

，われ ら御父の右 に
きよ

御子の栄光を見，その無上完全なるものを受けたり。またわれら，聖き天使ら
み くら

および御座の前に聖とせらるる者たちが神と子羊とを……永遠に……拝むを見

たり。」(教 義と聖約76=19-21)

の

照)何 よりも神のみたまが，永遠 の真理を宣べ伝 える業

と，イエス ・キリス トの回復 された福音の定める条件に
へんぼう

従 った人々の霊的な変貌を，推 し進 める力 となってきた

ことが挙げられます。

それに加 えて，みたまは信仰を持たない人々にも影響

を及ぼ しています。ジ ョセブ ・フィールディング ・ス ミ

ス大管長は，同じヨエルの予言を引用してから次のよう

な洞察 を加 えています。「多 くの偉大な発見が なされて

きた。事実福音が確立 されて以来，発明発見は以前にも

まして急速に増加 している。そして過去四半世紀の間に

行なわれた発明発見の数は，学問復興 と宗教改革以降モ

ロナイが予言者 ジョセブ ・スミスを訪れた時 までの数 よ

りも恐 らく多いであろう， と私 は思 う。」(「救 いの教義」

1：172)つ まり，神のみたま(こ の場合はキリス トの光)

が，産業革命の時代 から現代の情報時代へ向けて達成さ

れた急速な知的 ・科学的 ・科学技術

的進歩の背景 にあるのです。そして，

ジョセフ ・ス ミスがこの啓発 と発展

の時代 を管理 しているのです。

2.私 たちは神が引き続 きその教

会 と王国を導いておいでになること

に大いに喜びを感 じていますが，現

在私たちが教義 として知っているも

ののほとんどはジョセブ ・スミスを

通 して与 え られた ものです。「神が

聖なる預言者たちの口を とお して，

昔か ら預言しておられた万物更新の

時」(使 徒3：21)， すなわち福千年

まで続 く回復の時がジョセブの召 し

によって始 まったのです。 この時代

は，時満ちたる神権時代 と呼ばれて

います。 ジョセ フ ・ス ミスは，「世
かつ

の始めよ りいまだ嘗て啓示せられず

して，賢 く慎 みある人々にも明かさ

れざ りしことも， この時満ちたる神

権の時代には小児にも乳のみ児 にも

明 らかにせ らるべ し」(教 義 と聖約

128：18;124：41も 参照)と 記 され

ている事柄を，世の人々に知 らせる

ために起 こされたのです。

3.死 者の救いの業 は，救い主が

死後の世界つ まり霊界 を訪れ られた

時から始 まりました。 しか し，大背教 の時代 を終えた後，

この業 は最後の神権時代 の責任 となりました。考えてみ

て ください!ジ ョセフ ・ス ミス とその後継者 たちは，

霊界で福音を教 え，何十億人にも及ぶ天父の子供 たちの

ために救いの儀式を執 り行 なう中心的な責任を担ってい

るのです。

また，ブリガム ・ヤング大管長 は次のように力強 く述

べています。「ジョセブ ・ス ミスは，この最後の神権時

代 の鍵を保有 してお り，現在幕のかなたで末日の偉大な

み業に従事 している。……この神権時代に生を受 けた男

女 は， い か な る人 とい え ど も ジ ョセ ブ ・ス ミス の 同 意 な

くしては神の日の光栄の王国に入 ることはできない。神

権が この世か ら取 り去 られた時からすべての ものがその
つ

終 焉 に達する時まで，人 は男 も女 もすべて，神 とキ リ

ス トが お られ る住 居 に入 る た め に パ ス ポ ー ト と して ， ジ
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ヨセ ブ ・ス ミ スJr.の 証 明 書 を 手 に 入 れ な け れ ば な ら

ない。……彼が最後の神権時代 の王国の鍵を，すなわち

霊界を治める鍵を保有しているか らである。

人は皆，この思いに慰めを感 じるべきで はないだろう

か。だれ もが …… ジ ョセブ ・ス ミスJr.に ……感 謝す

る日が将来訪れるだろう。彼の使命 は， この最後の神権

時代に生 きるすべての神の子 らが，腰 いを通して救われ

る よ う にす る こ と な の で あ る。」(「説 教 集 」7289， 下

安息日にノーヴー神殿建設の手を休めた予言者ジョセ

ブ ・スミスと数人の教会幹部たちは，未完成ながら新し

い神殿に近い木立ちで，集まった聖徒たちに説教をした。

線付加)

賛 辞

前 に述べたように，ジ ョセブ ・ス ミスの一生は，ある

意味で主イエス ・キリス トの生涯 と似通っていました。

その悲劇的な結末までも一致 しています。 ジョセブ ・，ス

ミスは主 と同様，新 しい誓約が回復された という遺言が

完全に効力を生 じるようにその血 を流 したのです。(ヘ

ブル9：16参 照)死 の直前，予言者 ジ ョセフは次 のよう

に盲ったと言われています。

「疲れた。長 い間暴徒 に襲われ，苦 しんで きた。私 よ

りはるかによくこの業 を果たせると思 っている兄弟たち

も中にはいる。私はもうこの世か ら取 り去って くださる

ようにと主に願っている。 もうこれ以上耐えることはで

きない。今 こそ， この時代の人々への私の証 をこの血 を

もって結び固めなければならない。必ずそうしなければ

ならないのだ。なぜな ら， この業は私が死ぬまで先に進

むことはできないし，遺言 は遺言者が死んで初めて効力

を生 じるのだから。人は私 について語 っていても，私が
はか り

何 者 か知 って は い な い 。 そ して ， 私 が 神 の王 国 で 秤 に か

け られ る の を見 る まで ， 彼 らが 私 を知 る こ と は な い だ ろ

う。 そ の 時 こそ ， 私 を あ るが ま ま に見 て， 私 が 何 者 な の

か を知 る の だ。」(メ ア リー ・エ リザ ベ ス ・ロ リン ズ ・ラ

イ トナ ー 「予 言 者 を知 っ て い た 人 々 」 ハ イ ラ ム とヘ レ

ン ・メ イ ・ア ン ドラ ス編 ，1974年 ，pp.26-27よ り)

また ， ブ リガ ム ・ヤ ング 大 管 長 は こ う証 して い ます 。

「ジ ョセ フ ・ス ミス を非 難 し て よ し と さ れ る人 が あ る だ

ろ うか 。 … … 私 は声 を大 に し て こ う言 う。 イ エ ス ・キ リ

ス トを除 い て 彼 ほ ど りっ ぱ な人 物 は存 在 しな か っ た し，

こ れ か ら も存 在 す る こ と は な い で あ ろ う。」(「 ブ リ ガ

ム ・ヤ ン グ 説 教 集 」p.459)ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ド ラ

フ大 管 長 も， 「こ の 時 代 の ジ ョ セ ブ ほ ど偉 大 な 人 間 は い

ない 。 … …彼 の 心 は エ ノ ク の そ れ の よ う に限 りな く広 く，

その魂 を理解できるのは神だけである」 と語っています。

(日誌，1837年4月9日)

20世 紀末に生きる宋 日聖徒 として，今私たちが直面す

る重大なチャレンジのひ とつ は，ジョセブ ・ス ミスの残

した遺産に真実，忠実であり続 けることです。詩篇の作

者は，邪悪な者たちが信 じる者の信仰の基を攻撃 し，神
ささ

の教 会 と王 国 に捧 げ る私 た ち の 忠 誠 心 の 源 に あ る基 本 的

な真 理 を覆 そ う とす る だ ろ う(ジ ョセ ブ ・ス ミ ス訳 詩 篇

11：1-3参 照)と 断 言 し て い ま す 。 そ れ は ， この 神 権

時 代 の 基 礎 を築 い た 予 言 者 ， ジ ョセ フ ・ス ミス の名 と働

き を中 傷 す るた め の ， 巧 妙 で 悪 意 に 満 ち た企 て とい う形

で現 実 の もの とな っ て き ま し た。 そ し て， こ の よ う な企

て は これ か ら も続 くで し ょ う。 しか し， 天 の 神 が ジ ョセ

ブ ・ス ミス を召 し， 承 認 され た こ と を思 い起 こ して くだ

さい 。 回復 の 予 言 者 の名 とイ メ ー ジ を汚 そ う とす る者 は，

い ず れ 神 の み 前 で そ の行 な い に つ い て 申 し開 きを す る こ

と に な る の で す 。

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス 大 管 長 は こ う言 って い

ます 。 「多 くの者 が ジ ョセ ブ ・ス ミス を軽 ん じ て き た。

しか し， そ う い う者 た ち は母 な る大 地 を受 け継 ぐ者 の 中

に は数 え られ な い だ ろ う。 そ して 汚 名 が い つ まで も付 き

ま と うで あ ろ う。 だ が ， ジ ョセ フ ・ス ミス が 身 を も っ て

体 現 した ， 神 へ の 忠 誠 ， 誉 れ ， 尊 厳 は彼 の名 と と も に決

し て廃 れ る こ とは な い だ ろ う。」(ハ ロ ル ド ・B・ リー に

よ る 引 用 ， 「大 会 報 告 」1973年10月 〔英 文 〕p.166)

ジ ョセ ブ ・ス ミス は過 去 も現 在 も生 け る神 の 予 言 者 で

す 。 私 は， 主 が ジ ョセ ブ の前 に み 姿 を現 わ して 彼 を召 し，
くらやみ

暗闇の中で何世紀 もさまよっていた世の人々 に御父 と御

子，そして救いの教義 について明 らかにする権能を授 け

られたことを知 っています。御父 と御子イエス ・キリス

トと，おふた方の卓越 した予言者，聖見者であるジョセ

フ ・ス ミスへの感謝の心を証明するため，私たち一人一

人がその信 じるところに従って生 きる決意 と霊的な強さ

を主か ら賜われるように願っています。□

ロバ ー ト ・L・ ミ レ ッ トは ブ リ ガ ム ・ヤ ング 大 学 の 宗 教 教 育 部 学

部 長 で ， 古代 聖 典 学 教 授 も兼 任 して いる 。
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す べ て の つ なが りを

知 っ た夜

キャロリン ・ジョンス トン

代 の こ ろ ， 姉 の ナ ン シ ー と 私 は ， 地 元 の 教 会 に 欠

10 かさず集 っていました。 しかし，何か物足 りなさ

を感 じるようになり，ふたりでほかの教会 にも目を向け

てみることにしました。 ・

その年の夏，姉 と兄 はカナダ国立博物館を訪れ，ある

展示 コーナーで足 を止 めました。そ こで は，宣教 師が
「古代アメ リカは語 る」 という映画を上映 してい ました。

映画を見た後，ふた りはモルモン経プレゼン トの希望者

名簿 に署名 しました。キ リス トがアメリカ大陸を訪れて

いた ことを母 と私に告げた時の姉の高ぶった声 を，今で

もよく覚 えています。

やがて宣教師たちが姉にモルモ ン経 を持って来て，教

会についてもっと知 りたいか どうか尋ねました。 こうし

て私 も姉 とともに福音 を学ぶようにな りました。

姉 と私がバプテスマを受 けて1年 余 りたったころ，姉

はルークという青年 とデー トをす るようにな りました。

ルークはだれにも好意的で何 にで も夢 中になる陽気な人

でした。姉 と出会ったころのルークは，自分の生 き方を

模索 しているところで した。姉が福音 について話すと，

ぜひ宣教師のレッスンを聞いてみたい と言って くれまし

た。ルークの妹の リオナーダ も福音の話に興味を持ちま

した。

ルークとリオナーダは宣教師から教わった ことのほと

ん ど に納 得 し ま した が ， た だ ジ ョセ ブ ・ス ミス を予 言 者

と して 受 け 入 れ る の が む ず か し い よ うで した 。 宣 教 師 は

ふ た り に こ う言 い ま し た。 「ジ ョセ フ ・ス ミス に対 す る
あかし

証 さえ得 られれば， ほかのすべての事柄，つまりモルモ

ン経，福音の回復，予言者が説いた福音の原則など，す

べてのつなが りがわかるでしょう。」

ルークとリオナーダが次 に宣教師 と会った時， レッス

ンの焦点はジョセブ ・スミスのことに向 けられ ました。

そして，ジ ョセフ ・スミスが予言者か どうかを天父に順

番 に尋ね，その答 えを聞 くために少しの間静かに耳 を澄

ましてみては， と長老のひ とりが提案 しました。

祈っていると，主のみたまが私たち一人一人に，ジョ

セブ ・ス ミスは主の予言者であることを証 して ください

ました。あの時 に感 じた平安 と感動を私 は決 して忘れな

いで しょう。す ぐにルークはバプテスマを受け， リオナ

ーダも両親の許可を待って数年後 に教会 に入 りました。

ルークたちとともに祈 ったあの夜以降 も，福音 の原則

が真実であるというみたまによる証を何度 も受 けてきま

した。しか し， あの夜の経験は，私を愛 して くださって

いる天父か.ら初 めて個人的な啓示を受 けた思い出 として，

かけがえのない ものとなっています。確かにあの夜，す

べてのつなが りを知ったのですか ら。□ ト

ト
σ
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あ

に よ って これ らは安 全 に私 の手 中 に在

っ た。」(ジ ョセ フ ・ス ミス2：59-60)

ア ロン神権;を授 けるバ プテ ス マの ヨ

ハ ネ ，1B29年(左)「 一人 の天 か ら の

使者 が光 の雲 に包 まれ て天 降 り，私 た
お

ち の頭上 に両 手 を按 き， 次 の よ うに言

って私 た ち に神 権 を授 けた も うた。
しもべ

『汝 ら
， わ れ と同 じ業 に働 く僕 らよ。

メ シ ヤ

救世 主 の御 名 に よ りて， われ汝 らに ア

ロンの神権 を授 く。 ……』

この… …使者 は ヨハ ネ と名乗 り， か

の新約 聖書 の中でバ プテ スマ の ヨハ ネ

と呼 ばれ るヨハ ネ と同一人 で あ る と言

い… … た もうた。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス

2：6869，72)

メル キゼ デ ク神 権 を授 けるペ テ ロ，

ヤ コ ブ ， ヨ 八 ネ ，1BE9年(下)「 わ が
あんしゆ

汝 らに遣 わ して， 汝 らを聖職 に按 手任

命 し汝 らの使 徒 た る こ と， また汝 らが

.わが 名 の特別 の証 人 た る こ とを確 認 し，

また汝 らが導 き と教 え を施 す 働 き と，

わが 彼 らに啓 示せ る と ころ と同 じ もの

との鍵 を有 つ こ とを確認 せ しめた るか

のペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ の三人 〔な

り。〕」(教 義 と聖 約27：12)

モル モ ン経が 真 実で ある こ と，神 の

み 声 と 天 使 に よ り証 さ れ る，1829年

「このモ ル モ ン経 を手 に す る あ らゆ る

国 民， あ らゆる血 族， あ らゆる国語 の

民 お よび あ らゆ る人々 よ聞 きた まえ。

われ われ は父 な る神 とわが 主 イエ ス ・
め ぐみ

キ リス トの恩 恵 に よって， この記 録 の
しる

誌 して あ る版 を見 た。 … … また， われ

われ は神 の御 声が 明 らか に告 げ た も う
たまもの ちか ら

たか ら，神 の賜 と能力 に よって この記
ほんやく

録 が醗 訳 され た こ と も知 っ て い る。
つかい あまくだ

…… また，一人 の神 の使 が天 降 り， こ

の版 を持 って きてわ れ われ の 目の前 に

置 きた もうたか ら， われ わ れ はその版
たしか

とその版 の上 に刻 んだ文字 を確 に見 た

こ とを謹 ん で明 言す る。 わ れわ れが 目

に見 て これ らの こ とが真 実 で あ る と証

す る の は， 父 な る神 と， わ が 主 イ エ

ス ・キ リス トの恩恵 によ る こ とを知 っ

て い る。」(オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ， デ ビ

ッ ド ・ホ イ ッ トマ ー， マー テ ン ・ハ リ

ス 『三 人 の 見証 者 の証 言 』 「モ ル モ ン

経」 前 書 き)

御 父 と御 子 の 示 現 ，183E年 「主 わ
さと め

れらの覚りの眼に手を触れたまいたれ

みさかえ

ば， われ らの両 眼 開 けて主 の御 栄 あた

りをこ)暉や}ナりo
しか

而 して ，わ れ ら御 父 の右 に御 子 の栄

光 を見 ， そ の無 上 完全 な る もの を受 け

た り。
きよ み くら

またわ れ ら，聖 き天 使 らお よび御 座

の前 に聖 とせ らる る者 た ちが神 と子 羊

とを拝 み， しか も永遠 に神 と子 羊 とを

拝 むを見 た り。」(教 義 と聖約76：19-

21)

日の 光 栄 の 王 国 の 示 現 ，1836年(p.

4E参 照)「 諸 天 が私 た ち に開 かれ ，私

は神 の 日の光 栄 の王 国 とそ の栄光 とを

見 た。 ……

私 はそ の王 国 を受 け継 ぐ者 た ちが入

る この上 な く美 しい門 を見 た。 それ は，

あ たか も炎 の輪 の よ うで あっ た。

また， 輝 く神 の御 座が あって， そ こ

に御 父 と御子 が座 して お られ るの を見

た。

私 はそ の王 国の美 しい街路 を見 た。

それ は金 を敷 きつ めた か の よ うで あっ

た。

私 は父祖 ア ダム とアブ ラハ ム を見 た。

また， 私 の父 と母， この世 を去 っ て久
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番だと提案しました。

祖父 は，私たちの母国オランダへの移住者でした。そ

れ まで祖父は，今私たちがいる所か ら，そう遠 くない ド

イツのゾー リンゲンという町に住んでいたのです。それ

が，祖父の生い立ちに関す る唯一の手がか りで した。

私 は妻に，今す ぐ出発すれば明 日の朝 までにゾーリン

ゲ ンの教会の記録保管所に着 けると言いました。そして

す ぐに出発 し，日暮れにはゾー リンゲンと思われる町に

到着 しました。早速ホテルを見つけ，ディナーテーブル

に着 くと，ウエイターがスープを運んで来 ました。 とこ

ろが，ウエイターに聞 くと，そこはゾーリンゲ ン郊外の

グラフラスとい う所だったのです。私たちは，直ちに注

文 をキャンセルして，驚 くウエイターを尻 目に飛び出 し，

車 に乗 り込みました。ゾーリンゲンの中心街 までは，車

で30分 ほどでしたが，翌朝の時間を移動に費やすのが惜

しかったのです。

ところが残念なことに，ゾーリンゲ ンのホテルはどこ

も満室で した。私たちは，仕方な くグラフラスに

戻 ることにしました。数時間後に私たちが戻 って

乳 来て，デ，ナ_の 再注文をした日寺のウエイ契 の

驚 きようを想像 してみてください。 なぜ，あんな

に急いで出て行ったのか説明す る

6

雇 罵 窯

：〉 《、

轟

纏
籔 ，

蒙誌

蟻 鐵講

と，彼はためらいがちに笑み

を浮かべ， ゾー リンゲンの教

会記録 はすべてグラフラスに

，浬 あることを教えて くれ ました。 し

かも，その建物 はホテルのす ぐ隣

だったのです。それを聞いて私た

ちは苦笑 して しまい ました。

夕食 を済ませ ると，す ぐに隣の

建物に行 ってみました。確かに，

そこは教会 の記録保

管所で した。翌朝8努

時か ら正午 まで開いています。翌朝，保管所の業務が始

まる前か らドアの所で待 っていました。保管所の責任者

に自己紹介 した時，その男性 は 「キルシュバームさん，

ようや くお越 しくださいましたね。ほん とうにうれ しい

です よ」 と言いました。

間もなくわかったことですが，以前 の責任者が，1500

年代 までさかのぼってキルシュバーム家に関する詳細な

情報 をすでにまとめていたのです。キルシュバーム家 は

剣作 りで名をはせ，町長になった人 も何人かいたことが

わか りました。

先祖について調べてみると，彼 らが物静かで人のよい，

典型的なキルシュバーム家の気質 をしっか り備 えていた

ことを知 りました。ただし，怒 らせなければの話ですが。

こんな愉快な記録を見つけたのです。私の先祖 のひとり

に対 して，ある地方公証人がたちの悪いいたず らをしま

した。すると町長であるキルシュバーム氏か ら， この公

証人 の玄関口に荷馬車いっぱいの肥やしが運ばれて来て，

彼 は家から出 られな くなったそうです。

正午に記録保管所を出た私たちは，何百人 もの先祖 の

記録 を車 に積み込みました。その中には，家系図をはじ

め，先祖 に関する出版物の数え切れないほどの写 し，そ

れにゾーリンゲンの剣製造 に関する本などがありました。

オランダへの帰 り道はふた りともあまり口を開きません

でした。 自分たちの身に起 こったすべてのことに心を奪

われていたのです。 しかしあることを想像したとたん，

沈黙を破 って笑いだしてしまいました。

温厚な性格の先祖たちは，彼 らの神殿の儀式に必要な

情報が保管されているグラフラスに私たちが着いた時，
あん ど

さ ぞ安 堵 の笑 み を浮 か べ た こ とで し ょ う。 そ して ， 私 た

ちが 慌 て て ゾ ー リン ゲ ン に 向 か っ た 時 の ， 彼 らの ろ うば

い ぶ り を想 像 して み た の で す 。 彼 らの 叫 び 声 が 聞 こえ て

き そ う で す 。 「お や お や， あ の オ ラ ン ダ人 ， 一 体 ど こ へ

行 くん だ ろ う!」 □

繍鱒甲醐 鯛 訪

圏
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そんな時 で した。 進度 表 に追 い つ く

た めに ビー ハ イブ で思 い切 っ た こ とを

しま した。 モ ルモ ン経 を読 むパ ー テ ィ

ー を開い たの です。 マ リア ・ダス トラ

ップ は こ う言 っ てい ます。 「今 まで で

い ちば ん変 わ って たわ ， あの パー テ ィ

ー
。 モル モ ン経 を読 むだ けで あ んな に

お も しろい なん て， だれ も予想 もしな

か ったで し ょうね 。」

モル モ ン経 を読 ん で， ほ とん ど全 員

に， 自分 の好 きな登場 人物 や物 語 がで

きま した。 マイ ク ・ウ ォー カー の言葉

で す。 「ニ ー フ ァ イ は ほん と うに す ご

い人 で す。 す ば らしい模範 を示 して く

れ ました。読 ん で いてず っ と不思 議 だ

った の は， ニー ファイ の兄 弟 た ち の こ

と。天使 が 目の前 に現 われ， 信仰 を強

め るあん なす ば らしい経験 を して いて，

どうして道 を外 れ， 心 をか た くな に し

たん だ ろう と思 ったの です。 理解 に苦

しみ ますね 。」

モ ロナ イへ の思 い を強 めた人 も多 く

い ま した。 モ ロナ イ の最 後 の言葉 を読

んで， 悲 しみ と希望 の両 方 を感 じた と

言 い ます。 「モ ロ ナ イ が別 れ を告 げた

時，悲 し くな りま した。」 リー サ ・コ

リン トン はそ う言 い ます 。 「そ れ に，

モ ロナ イの約束 が 果 た され るの は， モ

ルモ ン経 が真 実か ど うか ほ ん とうに知

りたい と思 った時 だ けで す。」

ミッシ ェル もモ ロナ イの最後 の言葉

につ いて 話 して くれ ま し た。 「モ ロ ナ

イが 最後 の約 束 の言葉 を記 した の は，

自分 の民 が死 に絶 え， す べ てが終 わ っ

た後 で した。 モ ロナ イ は現 代 に生 きる

私 た ちに もで き るこ と， キ リス トの教

えに従 って今 で も生 き られ る こ とを告

げて いる のです 。」 □

モルモン経を読む
終わりまで読み通すには

ア リゾナ州 メサ の若 人 は決 心 して予 定 どお り

にモ ルモ ン経 を読 み終 え ました。 目標 達成 に役

立 った方法 をい くっ か挙 げて も らい ました。

一 関心 を向 け る。

一 読 む前 に祈 る
。 これ は助 けに な ります。

一読 ん だ こ とを身 の回 りの事柄 に応用 す る。

一読書 進 度表 をつ け る
。

一章 の前 書 きを読 む。

一気分 のす っ き りして い る 日中 に読 む
。 い つ も

同 じ時 間 に読 む ように す る。

一友 達 や家族 と読 んで
， 一緒 に話 し合 う。

一 モ ロナイ書 を最 初 に読 む
。 それか ら，初 め に

戻 って読 み進 め る。 モロナイをはじめ，犠牲を

払ってモルモン経を守った

人がおおぜいいた。モロナ

イの約束を試して，少しで

も彼らの働きにこたえよう。

(モロナイ10=4-5参 照)
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宣教師訓練センターの新施設,

奉献される

タ州プロボにある宣教師訓練セ

ユ ンター に,3棟 の建 物 が増設 さ

れ,3月10日,大 管長 会 の ゴー ドン･

B･ヒ ンク レー 第 一副 管長 に よ り奉 献
ささ

の祈 りが捧 げ られた。

同 セ ン タ ー は,1976年 に ス ペ ンサ

ー･W･キ ン ボー ル大 管 長 に よ り開

設,奉 献 され た。 現 在 で は,約4,200

人 の宣教 師 が宿 泊 し,44に 及ぶ 言語 を

学 んで い る。

ヒンク レー副管長 は,宣 教 師訓 練 の

歴史 を振 り返 っ て この ように語 った。

｢70年 前 に
,教 会幹 部 らが 宣 教 師 訓練

プ ログ ラム の必 要性 につい て協議 し,

訓練 プ ログ ラム を確 立 す る決 定 を し ま

した。 当時 の伝 道活 動 は比 較 的小 規模

で した。 しか し,今 年7月 に は伝 道部

の数 は303に な ります。 また伝 道 中 の

宣 教師,つ ま り召 しを受 けてい る宣教

師 は5万 人 近 くい ま す。伝 道 活 動 は

140以 上 の 国々 あ る い は属領 地 で推 し

進 め られ てい ます。毎 年 の改宗 者 数 だ

けで,3,000人 の 会 員 を有 す るス テー

キ部 が100は 設 立 で き る計 算 に な りま
く

す。 これ は まさに奇 しきみ業 で あ り,

宣教 師 た ちが主 の戒 め に忠 実 であ った

成果 と言 え ます。 主 は昇天 す る前 に こ

の ように命 じられ ました。

『全 世 界 に出 て行 っ て
,す べ ての 造

の

られ た もの に福 音 を宣 べ伝 えよ。』(マ

ノレコ16:15)｣

ヒンク レー 副管長 のほか,献 堂 式 で

話 を したの は,同 じ く大 管長 会 の トー

マ ス･S･モ ン ソ ン第 二 副 管長,十 二

使 徒定 員会 会員 で あ り,宣 教 師管 理評

議 会 議長 のデ ビッ ド･B･ヘ イ ト長 老,

訓 練 セ ンター のチ ャー ルズ･M･グ ラ

ン ト所 長,そ して ブ リガム･ヤ ング大

学 の レ ックス･E･リ ー学 長 らで あ る。

モ ン ソン副管 長 は献 堂 式 に集 ま った

宣教 師 た ちに,福 音 を宣 べ伝 える備 え

をす るに 当た り,新 しい施 設 を有効 に

活 用す るよ う勧 め,次 の ように述 べ た。

｢神 に祈 り
,神 を信 頼 す る な ら,主

はあ なたが た を見 捨 て た りはな さい ま

せ ん。｣

新 たに増設 された建 物 の概要 は以 下

の とお りで あ る。

､ロレン ゾ･ス ノー館3階 建 ての

多 目的施 設。教 会 の儀 式 お よびス ポー

増設された宣教師訓練センター

ツ活 動 の た め に使 用 され る。 ロ レ ン

ゾ･ス ノー大 管長 は第5代 大管長 に召

され る以前 に,宣 教師 と して合衆 国南

部 と北 西部 をは じめ,イ ギ リス,イ タ

リア,ハ ワ イで伝道 した。大 管長 とし

て最後 の年 とな った1901年 に は,ロ シ

ア,オ ー ス トリア,日 本 お よび南 アメ

リカ諸 国 で伝道 を開始 す る こ とを奨励

した。

リグ ラン ド･リ チ ャーズ館4階

建 て の寮。840人 の宣 教 師 を収 容 。十

二 使徒 を31年 間務 めた リチ ャー ズ長老

は,生 涯 を通 じて,伝 道 へ の熱心 さで

知 られ て いた。 著書｢奇 し きみわ ざ｣

は多 くの人 々 を教 会 とイエ ス･キ リス

トの福音 に導 いた。

ハ リエ ッ ト･ナ イ館5階 建 て の

教育 施設 。正 式 に教会 の宣教 師 に召 さ

れ た最初 の女 性 に ちな んで名付 け られ

た この建 物 に は,173の 教 室,医 務 室

お よび訓 練事 務室 が あ る。 イ ギ リス出

身 のハ リエ ッ トは,両 親 と ともにユ タ

州 オ グ デ ン に到 着 して か ら20年 後 の

1867年,イ ー フレイ ム･ナ イ と結婚 。

1898年 にイ ー フレイ ム はカ リフ ォル ニ

ア伝道 部 の伝 道部長 に召 され た。 同年,

教 会幹 部 らは女性 も宣教 師 として召 さ

れ る こ とを発表 。ハ リエ ッ ト･ナ イは

新 しい方針 の下 で召 され た最 初 の姉妹

宣 教師 とな った。ハ リエ ッ トは後 に,

イー フ レイム が合衆 国南 部諸 州伝 道部

の伝道部 長 に召 され た際,再 び彼 と と

もに働 い た。

訓練 セ ンター は,プ ロボ以外 に もあ

り,ロ ン ドン(イ ギ リス),メ キ シ コ市

(メキ シ コ),サ ンパ ウ ロ(ブ ラ ジル),

ブエ ノス アイ レス(ア ルゼ ンチ ン),サ

ンテ ィア ゴ(チ リ),ボ ゴ タ(コ ロ ン ビ

ア),グ ア テ マ ラ市(グ ア テ マ ラ),東

京(日 本),ソ ウル(韓 国),テ ンプル ビ

ュー(ニ ュー ジ ー ラ ン ド),リ マ(ペ ル

ー)
,マ ニ ラ(フ ィ リピン),ア ピア(サ

モ ア),ヌ ク ア ロ フ ァ(ト ンガ)の 各 地

で訓練 が行 な われ てい る。□
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'再 組織された三重:地方部長会
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去 る2月6日,ウ ォル ター･L･エ イ ム ズ名 古屋伝 道 部長 管理 の下 に開催 され た

よけ

名 古屋 伝道 部三 重地 方部 大会 で,[992年3月 よ り地 方部 長 の責任 を果 た して きた除
むらひで き たちよしのり いたくら

村 秀輝 兄弟 が解 任 され,新 た に舘 義徳 兄弟 が召 された。 第一 副地 方部 長 には,板 倉
のり お さねみつしげゆき

徳 雄 兄弟(写 真 左)が,第 二 副地 方部長 には,真 光繁 幸 兄弟(写 真 右)が 召 され,そ の

任 に当 たる。

｢わずかなものに患実であったか ら

……主人 と一緒 に喜んで くれ｣

名古屋伝道部三重地方部長 舘 義徳

｢人 には何が い ち ばん大切 だ と思

い ます か?｣と18歳 の ころの

春,駅 前 の広場 を友達 と歩 い てい る と,

ふ た り連 れ の女性 か ら声 をか け られ ま

した。突 然 に問 いか け られた よ うに記

憶 して い ます。 しば ら く考 えて｢愛 か

な?｣と 答 え ま した。 友達 と一 緒 なの

で別 れ よう とす る と｢ゆ っ くり話 した

いです ね。残 念 です｣と 言 わ れ ま した。

もしか す る と末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教 会 の宣教 師 だ った のか もしれ ませ

ん。

それ か ら約10年 の年 月 が たち,結 婚

し子 供 が生 まれ3人 家 族 とな りま した。

そん なあ る 日,ふ た りの宣 教 師が訪 問

して くれ ま した。ひ と りは 日本 人 で長 .

谷川 長老,も うひ と りはアメ リカ人 で

トンプ ソ ン長 老 で した。彼 らはす ぐに

転任 とな り,私 たち は新 しい宣 教師 か

ら神様 や イエ ス様,救 い の計画 につい

て学 び ま した。外 国人 と話 し友 達 にな

れ る とい う こと も楽 し く感 じ られ ま し

たが,福 音 につ いて学 ぶ ことに興味 を

持 ち ま した。 特 に,家 族 は永遠 で あ る

と知 らされ た時 は うれ し く思 い ま した。

レ ッス ンを受 け る問 にはい ろい ろ な

こ とが あ りま した。子供 の突然 の発 熱

で病 院へ 駆 け込 んだ ため に宣教 師 との

約束 が守 れ なか った こと もあ りま した。

そ ん な時 は ドア に メモ をは って出 か け

ま したが,漢 字 で書 いた メモ を アメ リ

カ人 宣教 師が 読 めた ので しょ うか。 な

聖徒 の道/1994年6月 号
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ぜ か メモ をは って留守 に した時 は会 員

の方 が宣教 師 と一緒 に訪 問 して くだ さ

って い ま した。

そん な私 たちで も面接 を受 けてバ プ

テ スマの 日が決 ま りま した。 しか し,

私 にはふ たつ の問題 が あ りました。職

場 で の知 恵 の言葉 に関 す る心 配 と,も

うひ とつ 私 の実家 は仏教 を重 ん じて い

ま した ので祖 父母 と両親 の反対 で した。

妻 と一緒 にキ リス ト教会 に入 る こ とを

伝 え る と全員 か ら強 い反対 を受 け まし

た。 あ る程度 は予 想 して い ま したが 残

念 で した。バ プテス マの前 日 まで悩 み,

夜遅 くまで宣 教師 と話 し合 い ました。

ふ た りは ほん とうによ く聞い て くれ ま

したが,こ うしな さい とい う こ とは何

も言わ ず に｢今 か らで きな い とい う決

心 をす る必 要 はな い。神様 に祈 って ど

うすべ きか は自分 で 決 めて くだ さい｣

と言わ れ教会 を後 に しま した。

結局,私 た ち は翌 日にバ プテ スマ を

受 けま したが,自 分 自身 で決 めてい な

か ったな ら今 の私 たち は なか ったか も

しれ ませ ん。私 た ち よ りず っ と若 い宣

教 師 たち で したが,人 を導 くための 方

法 をよ く理 解 して いた と感 じます。 し

か し両 親 の 目を盗 んで教 会 へ集 う とい

うよ うな状 況 が数年 続 きま した。 こん

な状態 で も毎週 教会 へ集 え るよ うに努

力 し ました。 農家 の家庭 に長 男 として

生 まれ た こ ともあ り,両 親 が安 息 日に

田畑 で働 い てい るの を横 目 に集会 に出

席 す るのはつ らい こ とで した。 そ こで

指導者 か らの提 案 に従 い,土 曜 日や 安

息 日以 外 の休 日に両親 を手伝 うよ う努

め てい ます。

神権 を受 け,ホ ー ムテ ィー チ ャー と

して働 いた り初 等協 会 の教 師 の責任 を

い ただ いた りして,教 会 での奉 仕活 動

舘義徳地方部長の紹介

ig54年 三重 県 四 日市 市生 まれ。三

重 県立 四 日市 工業 高校 卒。1981年,

鈴木 洋子 姉妹 と結 婚 し,1983年,家

族 でバ プテ ス マを受 け る。 現在3人

の子 供 がい る。名 古屋伝 道部三 重地

方 部四 日市支 部所 属。 会社 員。 これ

まで副地 方部 長,地 方 部幹 部書 記,

支 部長,副 支部長,支 部書 記 を歴 任

して いる。
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角屋光典地方部長の紹介

1950年 福 岡県生 まれ。22歳 でバ プ

テ ス マを受 け る。 岡 山大 学法文 学部
いちはし く み こ

卒。1979年,市 橋 久美 子姉 妹 と結婚

し,現 在5人 の子 供 が いる。福 岡伝

道 部熊本 地方 部長 嶺支 部所属 。 会社

員 。 これ まで副地 方部 長,地 方部 高

等評 議 員,支 部長,長 老 定員会 会長,

支 部書 記 を歴 任 して い る。

その 日,下 宿 にだれ もい ない の を見

定 めてひ ざ まずい て祈 り求 め ま した。

｢神様
,私 は神様 が お られ るの ゑ まっ

あかし

た くわか りませ ん。 も し彼 らが証 す る

ように実在 され るの な らば私 に もその

こ とを教 えて くださ い。 またモ ルモ ン

経 は事 実 なの で し ょうか,そ の ことを

も私 に教 えて くださ い｣と 。祈 り終 え

てモ ルモ ン経 を読 み始 め ま した。 そ の

時,私 の心 の 中に｢こ の本 は人間 の知恵

に よ る もので は ない!｣と い う強 い思

いが あふ れて きました。｢神は生 きて お

られ る!｣祈 りが こたえ られた ので す。

私 はバ プ テスマ を受 け ま した。 今 ま

で の考 え方 を変 え るのは大変 で した が,

この福 音 を知 るこ とが で きた のは大 き

な喜 びで あ り,価 値 ある こ とで した。

卒業 後,大 阪 の会社 に就 職 しま した が,

私 自身 の弱 さか ら神 様 の教 え と自分 の

行 ない とのギ ャップ に苦 しむ よ うにな

りま した。証 はいつ も心 の中 にあ りま

したが,自 分 の罪 や弱点 のた めに,も

が き苦 しむ生活 が続 き ました。

あ る日,自 分 の行 く末,現 在 の状 態

に つい て祈 りました。 もし,自 分 が 間

違 って い るのな らば もう一度 立 ち返 ろ

角屋光典地方部長ご家族

う と決 心 し まし た。｢神 様,私 は罪 を
ゆる

犯 しま した。 私 を赦 して くだ さい｣と

私 は祈 りま した。 そ の時,｢悔 い改 め

な さい 。私 はそれで もなお,あ なた を

愛 して い る｣と い う神 の言葉 を心 の 中

で 聞 き ました。 私 は｢あ あ,神 様,あ
ちり

なた は私 の よ うな塵 に も劣 る者で さえ,

まだ愛 して くだ さるの ですか｣と 問 い

直 してい ま した。 みた ま に包 まれ た安

.らぎ と平安 の 中で私 は神様 の深 い愛 と
あがな

イ エ ス･キ リス トの購 い につ い て初 め

て知 った ので す。 イエ ス様 は私 の罪 の
ささ

ため にみ ずか らの命 を捧 げて くだ さっ

たので す。 私が罪 を捨 てて,イ エ ス･

キ リス トのみ名 を引 き受 け,イ エ ス･

キ リス トの福 音 に生 きる と き,再 び神

様 の み も とに帰 る ことが で きる とい う

希 望が与 え られた のです 。 その時 私 は,

｢生涯 を通 して神 の栄光 を表 わ し
,救

い主 イエ ス･キ リス トを証す る者 にな

ろ う｣ζ 決 心 しま した。

･その後
,家 族 に福 音 を伝 え る機会 が

与 え られ ま した。父 が交 通事 故で 危篤
しんせき

状 態 にな り,家 族,親 戚 が集 め られ ま

した。 医師 は1日 もて ば よい と言 い ま

した。2日 た ち,1週 間 が たち ま した。

父 は奇跡 的 に命 を取 り留 め,1年 後,

神様 の恵 み によ り母 と兄 と3人 でバ プ

テスマ を受 け ました。私 はなぜ,神 様

が 父 の健 康 を回復 し,改 宗へ 導い て く

だ さった のか尋 ね ま した。 その答 えは,

兄 の信仰 に よる もので した。教 会員 で

もなか った兄 は,神 様 にイエ ス･キ リ

ス トのみ名 に よっ て父 を生 き永･らえさ

せ て くだ さい と祈 って いた のです。 ま

聖徒 の道/1994年6月 号
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た家族 の改 宗 を通 して,宣 教 師 を助 け

て くだ さっ てい た姉 妹 と知 り合 い,結

婚 の祝 福 を もい ただ くこ とがで きま し

た。

その後,転 勤で 熊本 に住 む よ うにな

りま した。仕 事 も順 調 で したが,出 張

の 多い仕事 のた め,2年 後転 職 し まし

た。 新 しい仕 事 を始 めた時,収 入 は半

分 に減 り,給 料 を も らって10日 ほ どで

な くな り,食 糧貯 蔵用 の米 も空 にな り

ま した。 私 たち はひ ざ まずい て祈 りま
じゆうぶん

した。｢こ れ まで什 分 の 一 を納 め て ま

い りま した が,今 月 の食糧 が もうあ り

ませ ん。 ど うぞ私 たち を祝 福 して くだ

さい。｣祈 り終 わ る と玄 関 のベ ル が 鳴

りました。書 留 が届 け られ たので す。

開封 す る とお金 と手紙 が入 ってい まし

た。何 年か前 に,失 業 して いた方 に幾

分 か援助 させて い ただ いた ことが あ っ

たので すが,神 様 は必 要 な時 に,私 た

ちに愛 の手 を差 し伸 べ て くだ さった の

です。 私 たち は心か ら神様 とそ の方 に

感 謝 の祈 りを捧 げ ま した。

バ プテ スマ を受 けてか ら20年 。振 り

返 っ てみ ます と,た くさん の弱点 を持

つ こんな私 にさ え,神 様 はいっ もあふ

れ るほ どの愛 と恵 み を注 い で くだ さい

ま した。岡 山,高 槻,熊 本 の地で す ば

らしい宣教 師や兄 弟姉 妹 の愛 と模範 の

中で多 くの もの を学 ばせ て いた だ きま

した。 また,フ ィゲ レス伝 道 部長 との

出会 い を通 して,神 様 の見 方,考 え方 を

経験 を通 して学 ぶ機会 が与 え られ た こ

とは大 きな祝 福 にな りま した。福 音 を

生活 の 中に取 り入 れ る ことによ り,真の

喜 び と幸福 を感 じる よ うに な りま した。

今,心 の中 に天父 とイエ ス･キ リス

トに対 す るふつ ふ つ とわ き上 が る感 謝

の思 いが あ り ます。 神 様 は ま さ し く

｢私 の生 命
,私 の 光,私 の喜 び,私 の

救 いで あ って,ま た私 を永 遠 の不 幸悲

惨 の境 涯 か ら救 い た も う方 で あ る｣

(アル マ26:36)こ とを心 か ら証 し ます 。

熊本 地 方部 の皆様 とと もに,神 の聖徒

の共同社 会 を築 くため に働 きた い と思

い ます 。す べて の人 が イエ ス･キ リス

トの み も とに来 て イエ ス･キ リス トが

教 え られ た価 値観 を学 び,身 につ け,

福音 の実 を心 ゆ くまで味 わ う こ とがで

き るよ う心 か ら願 っ て い ます。(す み

や･み つの り)
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地方紙¢
ながみね の じりち ほ こ

熊本地 方部 長嶺 支部 の野 尻干 穂子 姉

妹(47歳)は,｢第9回 お 茶 の 間 論 文 コ

ンクー ル｣(熊 本 日 日新 聞主催)に 応 募

してみ ごと特選 に選 ばれ ま した。 小学

校6年 生の 運動 会の練 習 中 に突然倒 れ,
せきずい ま ひ

脊 髄障 害 で胸 か ら下 が麻痺 して以 降の

人 生の 断片 をつ づ った もの です。 野尻

姉 妹 は7年 前 に改宗,福 音 を通 して学

んだ人 生の 意味 を,執 筆 活動 や講 演 な

どを通 じて広 く社 会 に 問い かけ て い ま
あかし

す。(野 尻 ご夫 妻 の 改宗 の証 は,本 誌

1987年8月 号の ロー カル ペー ジで掲載)

聖 典 に は｢人 間 は どん なに着飾 って

も野 の ユ リに 劣 る｣(IIIニ ー フ ァ イ

13:28｣29参 照)と あ りま す。外 見 的

な美 しさ は加 齢 と ともに しぼ んで い き

ます。 しか し,内 面 的な美 しさ は年 と

ともに輝 きを増 して くる とい うこ とを

ワー ド部 の年 輩 のか たが たか ら学 ぶ こ

とがで きます。 それ らのかた がた の模

範 に感謝 し,叙 勲 を機 会 に ワー ド部 の

誇 りにな って いる玉城 兄弟 姉妹 につ い

て 紹介 させ て い た だ きま し た。(よ し

ざわ･つ ね こ ワー ド部 広報委 員)

*玉 城盛通 兄弟は4月9日,病 気 のため
めい

急死 され ま した。 ご冥福 を お祈 りい た し

ます。

章26節 に ある｢す べ ての聖 徒 らが神 と

共 に住 め る終 りの 日 まで人 の胸 に宿 る

ので あ る｣と い う愛 だ と思 い ます。

小禄 ワー ド部 には玉城兄 弟姉 妹以 外

に も尊敬 で きる多 くの年輩 の姉 妹 た ち

がお られ,私 たち は彼 らの経験 と知 恵

か ら多 くの祝福 を受 け,子 育 て に信 仰

生 活 に役 立 て て い ま す。扶 助 協 会 で

｢祖父 母 と親 しい交 わ りを保 っ て い る

子 供 は,よ り大 きな安心感 と強 い家 族

意 識 を持 って い る もの であ る｣と 学 び

ま した。子 供 た ちの安定 した情 緒 と成

長 に祖 父母 が必 要 な よ うに,ワ ー ド部

に も,長 年 の経 験 か ら宝 石 の よ うに原

石 か ら磨 き出 され た愛 と寛容,忍 耐 を

身 にっ けた敬慕 で きる年 輩 の兄弟姉 妹

た ち は とて も大 切 な存在 で す。

で
足
を
持
ち
上
げ
､
触
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
か
い
?

と
聞
か
れ
た
時
､
目
に
一
杯
涙

を
た
め
て
首
を
横
に
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
日
､
歩
け
な
い
人
生
の
幕
が
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

手
術
の
箇
所
が
背
中
で
し
た
の
で
首
も
固

定
し
て
あ
り
､
お
尻
ま
で
ギ
ブ
ス
に
入
っ
た

体
で
何
カ
月
も
過
2
し
た
時
間
は
､
今
振
り

返
る
と
一
番
忍
耐
を
必
要
と
し
た
時
期
だ
っ

た
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
の
何
よ
り
の

楽
し
み
が
､
手
鏡
で
外
の
景
色
を
眺
め
る
こ

と
で
し
た
。
お
見
舞
い
の
花
束
に
古
里
の
秋

桜
を
も
ら
っ
た
日
､
二
度
目
の
手
術
を
黙
っ

て
受
け
､
あ
ん
な
に
頑
張
っ
た
の
に
私
の
足

は
歩
く
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
､
お
ま
け
に

排
尿
､
排
便
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た
体
に
､

お
尻
に
は
大
き
な
床
ず
れ
が
で
き
､

年
月
私
を
苦
し
め
た
の
で
し
た
。

…命

そ
れ
は
長
い

｢手
術
し
た
ら

先
生
は
ま
た
走
れ
る
よ
う
に
な
る
と
言
っ
た
の
に

!

先
生
の
嘘
付
き
!
｣
。
担
当
の
お
医
者
さ
ん

の
顔
を
み
る
度
､
し
ば
ら
く
は
ぶ
つ
け
た
言
葉
で

す
)当

時
は
今
み
た
い
に
福
祉
が
充
実
し
て
お
ら

ず
､
七
割
の
入
院
代
を
払
う
の
は
､
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
な
額
で
し
た
。
一
回
目
の
請
求
書
で
払

わ
な
い
で
い
る
と
､
次
に
く
る
請
求
書
は
､
赤
い

色
の
紙
で
届
き
ま
す
。
何
度
も
そ
の
色
の
請
求
書

を
見
て
い
る
私
は
､
肩
身
の
狭
い
思
い
と
両
親
に

す
ま
な
い
思
い
と
で

｢お
金
を
持
っ
て
来
て
下
さ

い
｣
と
書
く
ハ
ガ
キ
の
指
は
､
い
つ
も
震
え
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
手
鏡
の
中
に
雪
が
写
る

頃
､
少
し
も
回
復
す
る
こ
と
の
な
い
体
に
､
い
や

で
も
現
実
を
認
め
ざ
る
を
え
ず
､
病
院
に
居
て
も

全
治
し
な
い
と
悟
っ
た
日
､
た
ま
ら
な
く
古
里
が

恋
し
く
な
り
ま
し
た
。
先
生
に
気
持
ち
を
話
し
､

帰
る
準
備
を
は
じ
め
､
床
ず
れ
が
も
う
少
し
治
る

ま
で
と
し
ぶ
る
先
生
に
､
時
々
は
診
察
に
く
る
こ

と
を
約
束
し
､
退
院
を
許
さ
れ
た
の
は
病
院
の
桜

の
花
が
､
満
開
に
朕
く
四
月
で
し
た
。

父
に
抱
か
れ
て
め
で
た
桜
の
花
は
､
と
て
も
艶

熊本市八王寺町 野1

團
の
御
飯
を
手
鏡
で
み

て
､
上
手
に
食
事
を
し

て
い
た
そ
の
頃
の
私
で

し
た
が
､
座
っ
て
食
べ

る
練
習
を
し
よ
う
と
努

力
し
､
何
と
か
半
日
起

き
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

た
頃
､
ま
た
人
生
の
試

練
は
訪
れ
た
の
で
す
。

｢こ
の
家
が
貧
し
く

な
っ
た
の
は
お
前
の
入

院
の
せ
い
だ
よ
!

お

金
が
払
え
ず
田
畑
売
っ

た
せ
い
だ
よ
｣
。
そ
の

頃
家
に
よ
く
来
て
い
た

そ
の
人
は
､
冷
た
い
目

で
私
を
見
降
し
言
い
ま
し
た
。
目
の
前
が
真
暗

に
な
る
衝
撃
と
は
､
あ
ん
な
感
じ
を
言
う
の
で
し

ょ
う
か
。
自
分
だ
け
の
悲
し
み
の
中
に
ど
っ
ぷ
り

と
首
ま
で
浸
っ
て
い
た
私
が
､
少
し
ず
つ
家
族
の

悲
し
み
も
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
､
三
日

三
晩
眠
れ
な
い
夜
を
過
3
し
た
後
の
こ
と
で
し

た
。家

族
一
人
一
人
の
悲
し
み
が
空
白
に
な
っ
た
心

に
埋
ま
り
は
じ
め
､
そ
の
日
母
の
働
く
姿
を
､
一

日
中
目
で
追
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
私
の
他
に
､

我
家
に
は
中
風
の
後
遺
症
で
､
左
半
身
が
動
か
な

く
な
っ
た
祖
父
が
い
ま
し
た
。
母
は
自
分
よ
り
も

　ノ

大
き
い
祖
父
を
背
中
に
か
ら
い
､
下
の
お
風
呂
場

ま
で
連
れ
て
い
き
､
体
を
洗
っ
て
あ
げ
､
ま
た
お

布
団
ま
で
連
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
洗
濯
物
と
い

え
ば
毎
日
山
程
も
あ
り
､
私
の
オ
ム
ツ
の
数
も
相

当
な
量
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
母
は
､
愚
痴
の
一

つ
も
言
わ
ず
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
ま
し
た
。
母

へ
の
愛
が
胸
一
杯
に
広
が
っ
た
日
で
す
。

｢こ
ん

な
娘
で
e
め
ん
ね
｣
。
心
の
底
か
ら
わ
び
る
私
で

し
た
。
こ
の
両
親
か
ら
い
つ
の
日
か
､

｢お
前
が

娘
で
良
か
っ
た
｣
と
言
わ
れ
る
日
が
く
る
よ
う
に
､

精

一
杯
努
力
し
て
､
世
界
一
素
敵
な
障
害
者
に
な

ろ
う
と
誓
っ
た
､
十
七
歳
の
夏
で
し
た
。

と
の
尊
さ
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
大
い
な
る

自
然
の
営
み
と
､
限
ら
れ
た
命
を
､
日
々
輝

い
て
生
き
に
い
た
友
に
教
え
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
､
母
に
な
れ
た
の
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

互
い
に
許
し
合
い
､
認
め
合
い
､
人
と
い

う
字
を
二
人
で
生
き
て
､
も
う
十
五
年
に
な

り
ま
す
。
歩
け
な
い
人
生
を
歩
き
続
け
て
三
十
四

年
。
ど
う
し
て
私
が
こ
ん
な
辛
い
目
に
､
の
思
い

で
幕
が
上
が
っ
た
胸
か
ら
下
の
麻
痺
の
人
生
に
､

言
葉
な
き
花
の
命
の
み
ご
と
な
生
き
方
に
､
あ

る
が
ま
ま
の
姿
で
､
ひ
た
む
き
に
生
き
る
姿
勢

を
学
び
､
刺

(と
げ
)
あ
る
言
葉
の
裏
側
に
､
隣

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
学
ん
だ
。
今
私
は
､
私

が
人
と
し
て
育
つ
た
め
に
､
そ
の
分
の
悲
し
み
が

必
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
､
魂
で
受
け
と
め
て
い
ま

す
。今

年
の
二
月
､
或
る
中
学
校
の
P
T
A
総
会
で

｢人
間
て
素
晴
し
い
｣
そ
ん
な
テ
ー
マ
で
講
演
を

致
し
ま
し
た
。
そ
の
前
日
､
ふ
と
阿
蘇
に
住
む
両

親
に
も
､
私
の
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
､
電

話
し
ま
し
た
。
講
演
帰
り
の
車
の
中
で
､
父
が
眩

く
よ
う
に

｢お
前
が
娘
で
良
か
っ
た
｣
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
す
。
う
ん
う
ん
と
､
隣
で
運
転
し
な

が
ら
頷

(う
な
ず
)
く
私
の
胸
の
中
は
､
努
力
の

数
窟
が
浮
か
び
､.熱
い
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
い
ま

し
た
。｢学

ぶ
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
､
私
を
人
と
し
て

育
て
､
導
い
て
く
れ
た
す
べ
て
を
､
改
め
て
深
く

み
つ
め
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
､
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
私
は
今
､
歩
け
な
い
こ
の
人

生
で
良
か
っ
た
と
心
底
思
い
《
こ
の
人
生
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
失
っ
た
健
康
の
分
､
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
､
も
ら
っ
た
優
し
さ
の
数
､
感
謝
の
心

が
育
っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
､
た

く
さ
ん
愛
さ
れ
た
分
､
た
く
さ
ん
人
を
愛
し
て
､

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
に
思
い
を
込
め
て
､
生
き
て

み
よ
う
と
決
心
し
て
い
ま
す
。
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ない人 に,私 な りに神 様 の愛 を伝 え た

い と思 うよ うにな りました。講 演 をひ

とた びいた します と,私 の体験 を聞 い

て くださ った方 が,ほ か のか たが たへ

次 々 と話 して くだ さ るら し く,そ の後

講演 の依 頼 が増 えて い き ました。

そ んな中 で昨年 の5月,新 聞 紙上 で

｢お 茶 の 間論 文 コ ン クー ル｣の 募 集 の

記事 を友 人 が見 つ け,私 にぜ ひ書 くよ

うに言 って くだ さったの です。 私 は夜

中 に起 きて祈 りました。 そ して原稿 用

紙 に向 かい書 き始 め たの です。

私 はいつ の 日にか 自分 の人 生 につ い

て書 い てみ たい と思 って い ましたか ら,

｢学 ぶ｣と い うテ ー マ は とて も書 きや

すか ったの です。幼 い ころの思 い出 が

次か ら次 と浮 か び,そ れ を私 は文 字 に

してい き ました。 これ ほ ど人 に感 動 し

て もらえ る とは,ま さに神様 が 私 を通

して人 々 に愛 を伝 え よ う とされ てい る

の だ と今 強 く感 じて い ます 。

この｢今,命 輝 い て｣を 読 まれ た方

か ら電話,お 便 り,講 演 の依 頼 を県 の

内外 か ら数多 く受 け ま した。私 の才能

を神様 が豊 か にふ くらませ続 けて くだ

さって い ます。 これか ら先 も,多 くの

人 たち に愛 を伝 え られ る よ う精 い っぱ

い頑 張 って い きたい と思 って い ます。

●娘 の 出産 で得 た祝 福

下 半身麻 痺 の体 で赤 ち ゃん を授 け ら

れ た時,私 と主 人 は喜 んで産 婦人 科 へ

出 か け ま した。｢お め で た で す。 で す

が,あ なた の体 で

は無事 産 め るか ど

うか 心配 です。 よ

くご家 族 と相談 さ

れ,1週 間後 に ま

た来 て くだ さい。｣

家 に着 いて か ら

両親 に｢赤 ちゃ ん

がで きた よ!｣と

電話 で早速 話 しま

した。お 医者 さん

の言葉 もそ の まま

野尻千穂子姉妹

(写真中央)とこ家

族

伝 え ま した。 両親 は涙 声 で産 むの をあ

き らめ てほ しい と言 うの です。

そん な反対 の 中で,主 人 に新 しい命

を世 の 中 に出 してや るのが 私 の務 めだ

と思 う と訴 え ました。 主人 は言 っ て く

れ たの で す。｢そ ん な に産 み た いな ら

産 めば いい。 もし障害 児が生 まれ た ら

仲 間 が ひ と り増 えた と思 い,力 を合 わ

せ て生 きれ ば い い よ。｣私 は この言 葉

を一 生忘 れ ませ ん。

手術 は覚悟 して い ま したが,な ん と
ぶんべん

自然 分娩 で赤 ち ゃん を産 めた のです 。

産 声 を聞 きなが ら体 じ ゅ うで神様 の存

在 を感 じた私 で した。今 の私 には,皆

が反対 す る中 で私 た ちが あ えて困難 な

道 を選 んだ こ とを神 様 が祝福 して くだ

さったか ら,自 然分 娩 で産 め たの だ と

の証 が あ ります。女 の赤 ちゃ んで した。

娘 が11歳 の誕 生 日,｢お 母 さん,私

が生 まれ た時,う れ しか った?｣そ う

聞 いた のです 。 あな たが世 の 中に出 て

くるの はだれ もが反 対 だ った こと,お

父 さんが産 んで もい い よ と言 って くれ

た こ と,だ か ら今生 きて い る ことな ど

正 直 に話 しま した。聞 き終 わ ってか ら

娘 は,｢ど この 家 よ りこの家 に生 まれ

て よか った!｣そ うほほ えんで くれ た

ので す。

ほん とうに この私 に主人 が いて,娘

まで授 けて くだ さっ た神 様 に感 謝 の気

持 ちで い っ ぱい で す。(の じ り･ち ほ

三 扶助協会家庭訪問管理会員)
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私
の妻 は三男 を授 か った時 もひ ど

いつ わ りで,2カ 月 近 く入院 し

ま した。 妻 に と っ て は 非 常 に苦 しい

日々 で した。 長男,次 男 と男 の子 が続

い て生 まれ,3人 目は女 の子 と思 って

い ま したが妻 に神権 の祝福 をして い る

時,私 は心 の中 に強 く神 権 者 を授 か っ

た とい う思 いがわ きま した。

12月 に入 ってか ら,再 び妻 に神 権 の

祝 福 を して い る時,子 供 は12月25日 の

ク リス マス の 日に生 まれ る と強 く感 じ,

そ の こ とを後 で妻 に話 し,日 記 に も書

い てお きま した。 三男 は祝福 の とお り

ク リス マス に生 まれ ま した。私 はお産

に立 ち会 い,首 に二重 もへ そ の緒 を巻

き,紫 色 に な りなが らも必死 に生 まれ

て きた赤 ち ゃ ん を見 て,｢こ の子 はほ

ん とうに強 い子 だ｣と 涙 し ました。

1週 間後,私 は教会 に行 ってひ と り

で神様 に祈 りました。 子供 の名 前 を決

め るた めにで した。 その時,ヨ ハ ネ に

よ る福 音 書 第1章4節 か ら5節 の

｢光｣と い う言 葉 が 頭 に浮 か んで きて

離 れ ませ んで した。私 た ち は この子 を
こう や

｢光 也｣と 名 付 け る こ とに し ま した
。

す くす くと育 っ てい った彼 は私 た ちに

とって ま さし く光 で した。 い つ も天使

の よ うな笑 顔 です べて の人 にほほ えみ

か けて くれ ま した。私 と妻 は光也 が と

て も清 く,特 別 な霊 と感 じて い ま した。

また,そ れ ゆえ に,汚 れ た この世 の悪

を見せ た くない と感 じてい ました。 む

しろ,清 くや さ しい光也 が この世 で生

活 してい け るのか心 配 して い た と言 っ

た方が よいか もしれ ません。

1年 ほ どた った12月29日 午 後3時 ご

ろの ことで す。 光也 が事 故 に遭 い ま し

た。私 はす ぐに病 院 に光 也 を連 れて行

きました。病 院 で私 とホー ム テ ィー チ
いや

ヤー の尾崎兄 弟 が癒 しの儀式 を しよ う

としま した。 とこ ろが,私 が い つ も持

って い るはず の油 を入 れ た容 器が な く
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北九州ワード部,モルモン経配布

目標LOOO冊 達成

福岡ステーキ部北九州ワード部

木村啓介

私たち北 九州 ワー ド部 で は,1992

年9月13日 に開 かれ た ワー ド部

大 会 か ら翌年9月12日 まで の1年 間 に,

まだ福 音 を知 らな い1,000人 の人 々 に

モル モ ン経 を配 布 す る目標 を立 て ま し

た。

北 九 州 ワ ー ド部 は毎週100人 前後 の

兄 弟姉 妹 が集 い,家 族数 で い う と60家

族 ほ どで す が,こ の よ うな1,000冊 と

い う目標 は初 の試 みで した。 まず私 た

ち はグ ラ フを作 り,モ ルモ ン経 を1冊

だれ か に差 し上 げる ご とにそ こに シー

ル を張 ってい くこ とに しま した。 そ し

て小 さ な紙 に どの ような機会 に差 し上

げ たか な ど書 いて ポ ス トに入 れ て も ら

い ま した。 最初,そ の歩 み は少 しず つ

で したが,私 たち の心 の中 に はだん だ

ん とこの 目標 に対 す る個 人 の意識 が高

まってい きま した。

教会 に行 けば,し ば しばモル モ ン経

の グラ フに 目をや りま した。 そ して半

年 が過 ぎた こ ろは まだ3分 の1に も達

して いな い ぐらい で したが,少 しず つ

グ ラフが埋 まって い く喜 び を感 じ ま し

た。個 々 でい ろい ろな機 会 に配 りま し

たが,皆 で一緒 に経 験 で きて,い ろい

ろな人 々 に読 んで もらえ るよ うに,兄

弟 姉妹 で集 まって家 々 を回 った り,街

頭 な どで配布 した こと も何 回か あ りま

した。 こ うい った活 動 は私 たち に とっ

てひ とつ の冒険 で した。

月 日は流 れ て残 り2カ 月 とな り,目

標 の1,000冊 まで に は まだ3分 の1ほ

ど足 りませ ん。 日が たつ につ れ て緊張

さ え感 じ ましたが,絶 対達 成 しよ う と

心 に決 め皆 で頑 張 りました。

そんな ころ,ポ ス トの中 に入 れ られ

た会員 か らの配 布報 告 の小 さな紙 を見

て,一 人 一人 の見 えな い とこ ろで の働

きを感 じ励 まされ ま した。 それ を見 る

駕

聯

.罐

豫響 津

鑑

1艦 拶.

と,あ る人 は学校 の友 達 に,あ る人 は

職場 の人 に渡 し ま した。 中 に は卒業 す

る前や職 場 を去 る時 に クラ スや周 りの

た くさん の方 にモル モ ン経 をプ レゼ ン

トした兄 弟 や姉妹 もい ま した。 その ほ

か親 類 や教会 に来 られ る非教会 員 の方

な どに,お 祝 いや病気 のお見舞 いの際

な どに渡 した家族 もい ま した。 お店 に

置 いて もらっ た姉 妹,図 書 館 や老人 ホ

ー ム な どに何 冊 か寄贈 した兄弟 ,家 に

訪 問 して来 られ たセ ール スマ ンや ほか

の宗 教 の方 に差 し上 げ た姉 妹 な どさ ま

ざ まで す。 この一 人一 人 の働 きを知 る

時 に,そ こに数 で はない それ以 上 の価

値 を感 じま した。 そ して友 達 にモ ルモ

ン経 をプ レゼ ン トした小 さな子供 たち

の働 きは大 きな模 範 で した。

1,000冊 とい う目標 数 に も深 い価 値

が あ りました。 まだ 回復 され た福 音 に

触 れた ことのな い人 は山 の よ うにお ら

れ ます。 私 た ちは,何 もす ぐに読 んで

くれそ うな方 ばか りにモ ルモ ン経 を渡

したわ けで は あ りませ ん。 まった く読

･燃r

徹

瀞

ζ

蟄

､棚

ざ

璽

麟協

L

騨

ヤ
毒
灘

みた くな い ような方 は別 です が,,す ぐ

には時 間 を割 いてモ ルモ ン経 を開 いて

もらえな さそ うな方 もい ました。 それ

で もいつか読 ん で くれ る とい う希望 を

持 って い ま した。 ある いは その方 の家

族 や友人 の 方な どが見 て くれ れ ば とも

思 い ま した。 実 際 その よ うに して福 音

を知 った方 がた くさんい るか らで す。

七十 人 第一 定 員会 のヘ ン リー･B･ア

イ リング長老 が広 島 で開催 された宣教

師大 会 で,次 の ような こ とを言 わ れ ま

した。
の

｢一生 懸命 に福 音 を宣 べ伝 え て も
,

心 を開 いて くれ ない人 はた くさん い ま

す。 けれ ど人 は一 生涯 の 中で必 ず少 な
けんそん

くとも一 度 は謙 遜 に させ られ る時が あ

るはず です。 た とえ今 受 け入れ な くと

もが っか りしな いで くだ さい。備 えの

で きた時 に それ らの人 も必 ず福音 を受

け入 れ る はず です 。… …｣

毎 日た くさん の人 が街 頭 を急 ぎ足 で

通 り過 ぎ,車 で足 を伸 ばせ ば まだ宣教

師が一 度 も訪 れ た こ との ない よ うな所
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教 会 に入 る こ とも,そ れ以 後 の こ とに

っい て も,あ れ これ言 わ ず,私 た ちの

意 志 を尊 重 して くれ ました。

そ んな父 が今年2月15日 に,突 然 の

事故 で亡 くな りました。 この世 で ほ と

ん ど福音 に も触 れず,45歳 で来 世 へ と

旅立 った父 の葬儀 の時,か つ て父 へ渡

したモ ルモ ン経 を一緒 に添 えて送 りま

した。現 世 で福音 を知 らなか った分,

来世 で一 生懸 命 にモ ルモ ン経 を読 んで,

頑 張 って ほ しい です。 そ して,も う一

度会 う時 には,す ば らしい神様 の子 供

として,永 遠 の家 族 として と もに暮 ら

したい です。

私 た ち には尊 い書物 モ ルモ ン経 が与

え られ てお り,救 い の道 があ る こ とに

感謝 し ます。 そ して,心 か ら愛 して く

だ さるイエ ス様 と,天 の お父様 に永 遠
ささ

の 感謝 を捧 げ ます。(よ しむ ら･み ほ

ワー ド部 扶助 協会 書記)

さ:まぎまな機会に

モルモン経を

プレゼン ト

福岡ステーキ部北九州ワード部

竹下みつえ

伝離籠欝器綴
帰還後 しば ら くは頑張 ってい たの です

が,次 第 に熱 意が 薄れ て し まって い ま

した。 そん な中,モ ル モ ン経配布 プロ

グラムが 始 ま りま した。 ステ ーキ部 宣

教師 や伝 道主 任,宣 教 師 の呼 びか けや
あかしかい

証 会 で の力強 い伝 道 の証 を聞 くこ と

に よっ て,自 分 も頑張 りたい気持 ちに

な る こ とがで きたので す。

日々 の生活 の中 で,モ ル モ ン経 を渡

す機会 を考 え るよ うにな りま した。 結

婚 祝 いや プ レゼ ン トに,主 人 の会 社 の

人 を食 事 に招待 した帰 りに渡 した りと

始 めて い きま した。

そん な中,ア パ ー ト住 まい の私 たち

の もとにセー ルス の人 が よ く訪 問 して

来 られ ます。 あ る 日ひ と りの若 い女性

がや っ て来 て,海 外 ボラ ンテ ィア に入

っ てい て,そ の活動 として皆 さん に募

竹下みつえ姉妹とこ家族

難馨欝1

議

金 をお願 い して い ます との こ とで した。

純粋 で いち ずそ うな彼 女 に い ろい ろ と

話 を してみ た と ころ,と て も感 じのい

い人 で,こ の人 な らモル モ ン経 を読 ん

で くれ る と確 信 した私 は,本 の説 明 を

少 しして渡 す こ とが で きたの です。 彼

女 は海外 に行 く時 に持 って い きます と

約束 して くれ ま した。 また家 に ときど

き来 られ る置 き薬 の セー ルス の人 が玄

関 に飾 って あ る教 会 の絵 な どを ご覧 に

な って す ぐに ク リス チ ャンで すね とお

っ しゃ り,い ろい ろ と教会 の話 をす る

こ ともで き ました。 まだモル モ ン経 を

プレゼ ン トで きてい ない のです が,こ

れか ら も続 けて話 せ た ら と思 って い ま

す。

そ して なに よ りも うれ しか った こと

は,モ ルモ ン経 を知 って い るだ けで は

な く,分 か ち合 うこ とを実 践 で きた こ

とです。 行 ない に よって神 様 の助 けが

得 られ,証 が強 め られた ので す。 いつ

も頑 張 れれ ば よいの です が,す ぐに怠

けて し まう私 に とって このプ ロ グラム

は神 様 か らのチ ャ レ ンジで した。

しか し私が モ ルモ ン経 を手 にす る き

っか け となっ たの は,主 人 が私 と結 婚

す る以前 に大 阪 の茨木 ワー ド部 で の同

じ ようなチ ャ レン ジで私 に プ レゼ ン ト

して くれ た こ とだ ったの です。 モ ルモ

ン経 を手 に した 時 はは っ き り言 って迷

惑 だ と思 ってい ましたが,4年 後 開 い

て か らは私 の人生 にな くて はな らな い

書物 とな ってい った ので す。

｢私 た ちが神 の奥 義 を読 ん で これ を
め

悟 り,常 に神 の命 令 を私 た ちの眼 の前

に置 くた めで あって,も しも この記 録

が なか っ たな らば,私 た ちの先 祖 で さ

え も無信 仰 に陥 り,私 た ち も また兄 弟

の レー マ ン人 のよ うな者 に なっ たで あ

ろ う。｣(モ ー サ ヤ1:5)モ ル モ ン経

を分 か ち合 うこ とはほん とうに大切 な

こ とで す。 これ か ら も頑 張れ るよ うに,

い っ も主 に思 い を向 けて い きた いです。

(た け した･み つ え ワ ー ド部 初 等 協

会会 長)

聖徒 の道/1994年6月 号

14



SI

･1r年一口

。て憾詳>Q慕gr

卑2身独語禰`留蜂曾q).つ身髪

弘寸んマτ号`阜2悼劉⑦老。幸

累!1亨鴨誉輩象｢幽暴奨薯｣(グソ

蕗星。事1}つ峯雰60享季つ営環

尋紐望q}(圏i暴妥尋誰冬(o朔産3

ぞ=?…妙景｢醐携奨薯｣卑払晶(汐

曹琴塀io4つ準0尋21酪呈墨}ミ[=

×ム翼警`§字｢團携靭:獲｣｢妾遜濠

阜Ω丑⑦遡霧).つ更縁團塁?助ユ

翼霧`》鯨穿⊇1｢由ii簿遙劃国｣<

9乙Zε(0閃}ε)ε06ミ/冬44(:∠

999Z(0西ε)ε0与斐i塞

軍蕩讐｢戻⑦謁竈｣

愚縢→×6ギ･×丁レ弱竈日辛0ε一〇τ

一9嘩甥峯Σ]寂躁章車901璽:辛).喫<

。(へ撃認〉:壷

⊥2(勾Ω49嘩`詠⑦拳寧α禦阜号暫

?<鰍字蝉鼎麹士呈罪12㌘詠率曾'穿♀罐留i

`4軍o享峯6喫蝉マ⊇〉詳4q}喜碁

つ亘圭胆一撃{雛剴4q詳4q6薯鉢く

。【へ翠罫

〉σ累gα9⑦蒋i図母章愈`つY2呈逼

由…浮}則尋石姻4ゴτ勧担`(捗融

諺)男墓(oユ》猿`(告曇異塞`担碍)

毎撃揮鰍⊇1翻(汐雛講`(圏4(∂髪彰(∂蒙

助詣轡`蝉(!吾軍αgr}つ罐窪廉由…浮

⑦昇量(∂聖罪ゆ資一レ44一ロ葦盈<1

。【幌罫>Oi嚢馨廉3尋

重理?乖》融母》6⑦劃薯`量身⑦窮

号`(2羅ヨ里管(ネ(軟(詳フウ輩謁)狸4翻詠

呈彌(Pン日･湧…当准。4峯くへ}つ叢贅

尋雛剴ω'ソ撃易翠ゆβ一》!･1σ一ロ<

糞賛團蜷i郵邊一禽鼠りユ∩事質毫雛当κりnノ♀暴●

(蝉罐由4畢尋薦翻日曝訊一ム=r,(ρ･(o鐸)

0
。

＼

ー

a

黙 糠
臥

i

L一/｢

i

/+
ー

､

い

融1､
･黛』､

, 好

0

む

。○
O

～1･1,

.1.○ 叩'}｢,

,1

ノ

形

避.

灘
0

……9<¢認⑦身6RΩ(o中(り藝平罪鐸轟嘩

幸軍(へ}!喀皐婁田

⊇1(菱4(P4尋禦巻4蚕q母!喀[彰o一提

尉コP髪翻吸曇【へ.〉甲濠蟄(04尋禦

9て字認皐身曾禦尉型}鴻を⑦ざ茎罪鐸尋留一

(憾⊥}つ甲G笛景ぞ2?q}螺望著葦

穿(ラ£百濠4尋禦蓄ミゆ翻壕蔓f⑦凌翠を烈由ま

翻(へ諏馨ユ鰹マ2管蓄42ぞ翼膣

4季つ罐勲嘘濠ンY鯨9:f(り壱

ゑ峯α尋21肚麦蝉q･究9溜母》つ呈4算9勲蚕鰹王

灘×丁レ4嫁(ラ勲く字濠叢呈(へ遜》!律9望

マミと2唐Y管真R9マ郎俊受叢吉一卜濠仔目

q落⊥}つ甲q留

摩i毒呈⑦專4G雲⊥).蓄罐母撃鱈¥幸騨母Y
をの

劉吸尋2匹妾皐双雰6蜀21;蛋蛸･きi毒皐⑦Y

〆ソ吾;βo禦累ゆo職累臼塚～碧一

9Ψつ詠曾露⊥).G49ヨ室IG嬰累ぐ傷射塔(汐4壕禦

4つ軍辞碁覇認濠喚揖誉(o曾6劃q載翻(帽ξ鍮県軍
くな　アつ

q曇詳〉ユつ用q留

母究⊇身(へ}つ藁勲･俊1当濠え2(ρ4海禦勲王

麹管Ω量R(へ尋(へ}算ミ鑛阜21i理ユ寡6捌α蔽終仔日
鐸趣

去田齢レ

田H一乙聯尋阻=羊一壬×m園

藁､1卑算膨G十呈








	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　予言者ジョセフ・スミス模範による教師　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ
	今週の聖句
	タイのルチルワン・ポンポングラット姉妹
	タヒチの真珠
	だれにコントロールされていますか？
	質疑応答
	94歳で、新しくうまれて
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　祝福から力を得る
	予言者たちとジョセフ・スミス
	すべてのつながりを知った夜
	ジョセフ・スミス回復の予言者
	「あのオランダ人、どこへ行くんだろう」
	なつにそだて
	夏に育てた証と友情
	チャーチニュース
	専任宣教師(176期生)



